
翻
字

『奥
州
征
伐
記
』

＞

刃
①
ｏ
ヽ
ｏ
Ｏ
こ
の
Ｌ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
ヽ
食
〇
∽
Ｊ
白
‥∽
①
予
い
命の
ｓ
Ｉ
））
（時
）

弓
い
汗
①
∽
軍

】♂
島
∽
い
電
い

前
号
に
引
き
続
き
、
『奥
州
征
伐
記
』
を
翻
字
し
て
い
く
。
な
お
、
こ
の
作
品
の

成
立
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『絵
本
平
泉
実
記
』
の
典
拠
」
翁
文
教
国
文

学
』
３８

。
３９
合
併
号
　
平
成
１０

。
２
発
行
）
に
少
し
く
触
れ
た
。
ご
参
照
願
え
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

底
本
略
書
誌

架
蔵
本
。
文
政
十
年
写
。
大
本
十
巻
十
冊
。

標
色
表
紙
。
左
辺
題
祭
、
墨
書
で

「奥
州
征
伐
記
　
一

（～
十
と
。

序
、
総
目
録
、
な
し
。
扉
題

「奥
州
征
伐
記
」
。

凡
例。
私
に
句
読
点
、
濁
点
、
「　
」
『　
』
を
補

っ
た
。

。
本
文
中
に
は
平
仮
名
、
片
仮
名
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
別
意
図
的
に

強
調
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
除
き
、
平
仮
名
に
統

一
し
た
。

・
漢
字
は
基
本
的
に
、
現
在
通
行
さ
れ
て
い
る
字
体
に
統

一
し
た
。

・
明
ら
か
な
誤
写
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
し
、
右
に

（
マ
マ
）
と
付
注
を
し
た
。

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』

（二
）

。
い
わ
ゆ
る

「見
せ
消
ち
」
の
状
況
は
採
用
せ
ず
、
修
正
後
の
形
の
み
を
記
し
た
。

・
明
ら
か
に
脱
文
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に

（脱
文
あ
り
）
と
記
し
た
。

・
む
、
に
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「よ
り
」
「と
も
」
（あ
る
い
は

「ど
も
し

と
直

し

た

。

・
今
回
よ
り
、
私
に
段
落
を
設
置
し
た
。
通
俗
軍
書
、
実
録
と
い
っ
た
類
の
書
に

は
、
段
落
の
感
覚
は
勿
論
、　
一
文
が
長
々
と
続
く
こ
と
も
あ
り
、
段
落
の
設
置

に
も
無
理
が
あ
る
の
は
承
知
の
上
だ
が
、
少
し
で
も
読
者
の
読
み
易
さ
を
増
さ

ん
が
た
め
に
行
な
っ
た
。

奥
州
征
伐
記

（見
返
し
貼
付
け
丁
表
）

十
本
之
内
　
武
清

（見
返
し
）

奥
州
征
伐
記
　
巻
之
二

一　
秀
衡
遺
言
之
事

一　
鎌
倉
よ
り
奥
州
へ
使
者
の
事

一　
義
経
卿
名
取
川
の
菊
御
見
物
の
事

一　
泉
三
郎
忠
衡
妻
女
之
事

一　
泰
衡
鎮
守
府
将
軍
に
補
任
　
付
　
高
衡
兄
国
衡
を
言
る
　
井
　
鎌
倉
殿
偽
謀
の

事

Ｔ

こ

一　

二
品
起
証
文
を
泰
衡
に
給
ふ
　
井
　
義
経
卿
評
定
　
付
　
鈴
木
重
家
高
館

へ
馳

参
事

一　
高
館
落
城
　
井
　
義
経
卿
以
下
自
害
　
付
　
義
経
弁
慶
等
が
首
級
果
首
の
事

一　

回
原
忠
綱
朝
比
奈
義
秀
等
御
見
得
　
付
　
鎌
倉
殿
奥
州
退
治
評
定
之
事

（１

ウ
）

一
一二

（一　一）

藤

　

沢

毅



秀
衡
遺
言
の
事

時
に
文
治
三
年
四
月
廿
八
日
、
秀
衡
入
道
死
既
近
付
け
れ
ば
、
伊
予
守
義
顕
卿
を

高
館
よ
り
請
じ
奉
る
。
切
て
弁
慶
亀
井
を
御
供
に
て
平
泉

へ
入
来
し
給
ふ
。
又
、
入

道
は
嫡
子
泰
衡
、
次
男
錦
戸
太
郎
国
衡
、
三
男
泉
三
郎
忠
衡
、
四
男
鳥
海
四
郎
季
衡
、

五
男
樋
爪
五
郎
高
衡
、
六
男
大
田
冠
者
俊
衡
、
七
男
冠
者
諸
衡
、
八
男
北
の
冠
者
、

九
男
新
回
の
冠
者
等
を
病
室

へ
呼
集
め
て
、
遺
言
し
け
る
は

「入
道
死
後
に
は
奥
羽

両

（２
オ
）
州
共
、
伊
予
守
殿

へ
譲
り
奉
る
上
は
、
汝
等
は
御
後
見
と
し
て
、
仮
令

敵
軍
襲
ひ
来
た
ら
ず
共
、
要
心
堅
固
に
守
る
べ
し
。
当
白
川
の
関
を
大
手
と
定
め
、

羽
州
根
津
が
関
を
揚
手
と
定
め
、
安
津
嘉
志
山
を
国
見
峠
に
築
置
た
る
要
害
を
修
補

し
、
刈
田
川
名
取
川
両
城
を
出
張
り
と
し
て
伊
予
守
殿
の
御
下
知
を
守
り
、
他
の
詞

を
用
ひ
ず
、
兄
弟
心
を

一
ツ
に
し
て
軍
す
る
に
於
は
仮
今
日
本
国
中
襲
ひ
動
か
し
ふ

る
い
来
た
る
と
も
柳
も
恐
れ
な
し
。
其
時
に
は
鎌
倉
殿
も
退
屈

（２
ウ
）
し
て
終
に

は
曖
と
成
る
に
は
和
順
有
べ
き
事
也
。
入
道
空
し
く
成
る
な
ら
ば
、
鎌
倉
よ
り
数
ケ

国
の
加
増
有
る
に
伊
予
守
殿
を
討
奉
る
べ
き
旨
申
来
た
る
べ
し
。
是
、
偏
に
伊
予
守

殿
を
亡
し
、
其
後
又
汝
等
を
攻
殺
し
て
両
州
を
鎌
倉
殿
の
手
に
入
給
は
ん
と
の
方
便

也
。
若
入
道
の
遺
言
を
背
き
、
伊
予
守
殿
御
敵
す
る
な
ら
ば
、
三
年
を
過
ず
し
て
汝

等
も
悉
く
断
絶
す
べ
し
。
相
謀
て
伊
予
守
殿

へ
不
忠
を
す
べ
か
ら
ず
。
君
臣
の
礼
儀

を
正
し
く
す
べ
し
。
次
に
貯

へ
置
た
る
根
米
は
五
十

（３
オ
）
年
程
の
根
有
り
。
然

れ
ば
両
国
の
要
害
悉
く
落
城
す
る
と
も
平
泉
に
篭
城
す
べ
し
。
勿
論
容
易
に
は
落
ベ

か
ら
ず
。
次
に
入
道
死
後
に
必
々
怠
る
べ
か
ら
ず
。
又
牧
の
馬
を
取
る
べ
か
ら
ず
。

但
し
天
子
御
用
の
貢
馬
貢
金
等
は
勅
命
に
背
か
ず
指
上
べ
し
。
又
、
鎌
倉
殿
よ
り
乞

は
る

ゝ
共
、
曽
て
進
す
べ
か
ら
ず
。
今
社
諸
国
に
馬
沢
山
な
れ
共
、
年
々
に
減
け
る

也
。
五
七
年
も
過
る
は
馬
に
事
を
欠
べ
し
。
是
偏
に
当
国
よ
り
馬
を
出
だ
さ
ゞ
る
故

也
。
扱
又
、
汝
等

（３
ウ
）
事
、
伊
与
守
殿

へ
二
心
な
き
起
請
文
は
入
道
の
息
の
有

内
に
書
べ
し
。
勿
論
、
伊
与
守
殿

へ
両
州
を
奉
る
と
難
、
鎮
守
府
将
軍
と
陸
奥
守
は

先
祖
武
則
真
人
よ
り
伝
は
り
た
れ
ば
、
泰
衡
に
給
は
る
べ
し
。
侍
等
を
御
家
来
と
し

て
御
下
知
あ
ら
ば
、
征
夷
将
軍
に
相
同
じ
、
奥
羽
両
州
は
日
本
随

一
の
国
に
し
て
天

一
四

地
の
間
に
生
ず
る
所
、
調
は
ず
と
云
事
な
し
。
然
れ
ば
何
御
不
足
な
し
。
抑
／
ヽ
秀

衡
は
十
五
歳

の
時
基
衡
よ
り
家
督
を
受
取
、
従
五
位
上
に
叙
し
、
其
後
両
州
の
押

（４
オ
）
領
使
と
也
、
今
に
て
は
従
四
位
下
少
将
に
叙
任
し
た
れ
ば
満
足
是
に
過
ず
。

勿
論

『富
貴
に
成
る
者
は
必
子
孫
な
し
』
と
難
、
入
道
は
男
子
九
人
女
子
二
人
有
れ

ば
子
孫
な
し
と
は
云
べ
か
ら
ず
。
入
道
程
果
報
の
者
は
有
ま
じ
。
秀
衡
今
黄
泉
の

一

人
旅
な
れ
ば
、
汝
等
が
起
請
文
を
道
連
也
と
す
べ
し
。
疾
々
書
候
ら

へ
」
迎
、
『伊

与
守
殿

へ
柳
も
不
忠
を
致
す
ま
じ
』
と
同
じ
文
言
三
枚
宛
書
か
せ
、　
一
枚
は
灰
と
し

て
九
人
の
息
等
の
腹
内

へ
納
め
さ
せ
、　
一
枚
は
伊
与
守
殿

へ
進
ら
せ
、　
一
枚
は
入
道

の
未
来
の
上
産
に
す
べ
し
と
て
取
り
納
め
、
老
臣

（４
ウ
）
金
剛
別
当
秀
綱
、
粕
辺

太
郎
、
田
川
太
郎
、
由
利
八
郎
、
伊
賀
羅
目
七
郎
以
下
七
人
に
向
て
、
二
心
な
き
と

の
誓
紙
を
書
か
せ
て
後
、
伊
与
守
殿

へ
向

へ
奉
て

「君
は
古
今
の
名
将
也
と
難
、
或

は
色
欲
に
耽
り
玉
ふ
事
甚
し
。
或
は
御
身
の
智
慧
勇
を
自
慢
し
、
他
人
を
見
下
し
給

ふ
事
、
此
ニ
ツ
は
君
の
御
非
義
也
。
入
道
が
申
事
を
能
々
御
聞
入
れ
有
べ
し
。
子
共

等
は
未
だ
年
若
く
、
縦
令
謙
言
す
る
迎
も
御
信
用
有
ま
じ
と
、
此
義
は
別
し
て
心
に

懸
り
候
。
武
蔵
殿
は
忠
節
の
人
な
れ
ば
、
誓
御
機
嫌
に
入
ら
ず
共
、
御
諌
め
有
る

（５
オ
）
べ
し
」
と
涙
を
流
し
け
れ
ば
、
弁
慶
も
秀
衡
が
志
し
を
有
難
く
思
へ
、
先

刻
よ
り
感
涙
を
催
ふ
し
居
り
け
る
が
、
伊
与
守
殿
を
傍
へ
招
き
て

「秀
衡
事
、
君
ヘ

の
深
切
広
大
也
。
御
父
君
は
知
ら
ず
、
御
血
を
分
給
へ
し
鎌
倉
殿
は
仇
と
成
り
給
ふ
。

秀
衡
が
如
く
少
し
存
る
者
は
外
に
は
有
べ
か
ら
ず
。
兎
角
入
道
安
心
の
為
な
れ
ば

一

紙
の
起
請
文
を
遊
ば
さ
れ
、
入
道
に
給
は
れ
か
し
」
と
申
け
れ
ば
、
伊
与
守
殿
聞
し

召
給

へ
、
「
い
し
く
も
申
た
り
」
迎
、
則
、
弁
慶
執
筆
に
て

『泰
衡
等
と
父
子
兄
弟

の
如
く
親
し
む
べ
し
』
と
の
御
誓
紙
を
遣
は
し

（５
ウ
）
給
へ
ば
、
入
道
三
度
戴
き
、

「是
を
下
し
給
は
る
上
は
何
思
へ
残
す
事
な
し
」
迎
、
近
習
の
輩
に
命
じ
て
黒
塗
の

箱
を
と
り
よ
せ
、
中
よ
り

一
通
の
書
を
出
さ
せ

「是
は
此
国
に
な
く
て
は
叶
は
ざ
る

七
十
三
ヶ
条
也
。
絵
図
と
引
合
せ
て
御
覧
有
べ
し
」
迎
奉
る
。
又
外
に
小
く
封
じ
た

る

一
書
也
。
「是
は
必
君
を
初
め
と
し
て
息
等
も
披
見
有
る
べ
か
ら
ず
。
万

一
当
国

悉
く
破
れ
て
居
所
な
く
、
進
退
極
る
時
に
披
見
す
べ
し
」
迎
、
泰
衡
に
渡
し
、
扱
伊



与
守
殿
井
御
台

へ
も
様
々
の
記
念
の
品
を
進
ら
せ
け
る
。
中
に
も
沈
香
と
紫
檀

（６

オ
）
に
て
造
り
た
る
厨
子
に
入
た
る
御
丈
八
寸
、
金
の
千
手
観
音
と
名
香
二
斤
を
奉

り
、
次
に
息
等
孫
共
七
十
三
人
其
外
家
臣
等
に
至
る
ま
で
、
悉
く
匡
を
遣
は
し
、
泰

衡
に
向
て

「入
道
死
後
、
必
ず
仏
事
供
養
を
勤
む
べ
か
ら
ず
。
只
々
伊
与
守
殿
へ
忠

節
を
尽
し
て
、
国
家
を
治
む
べ
し
。
此
事
要
肝

マ態
。
此
事
を
守
る
に
於
は
入
道
黄

泉
の
悦
び
是
に
過
ず
。
今
は
は
や
申
残
す
事
な
け
れ
ば
、
君
も
高
館

へ
御
帰
り
有
る

べ
し
」
と
申
け
れ
共
、
既
末
期
も
見
へ
け
る
故
、
伊
与
守
殿
も
阪
り
玉
は
ず
。
時
に

秀
衡
云
は

「某
が
居
所
に
伊
与
守
殿

（６
ウ
）
御
座
す
れ
ば
汝
等
も
主
君
と
同
席
也
。

最
前
よ
り
汝
等
是
を
改
め
ざ
る
は
不
覚
也
。
今
日
両
州
を
譲
り
奉
る
上
は
、
入
道
迎

も
御
同
席
は
恐
れ
有
る
」
と
て
御
座
を
指
図
し
て
、
ョ
鳥
の
将
に
死
な
ん
と
す
る
時
、

鳴
く
声
悲
し
。
人
の
将
に
死
な
ん
と
す
る
時
、
其
云
事
や
よ
し
』
と
か
や
。
入
道
最

期
に
及
ん
で
斯
く
正
し
き
。
誠
に
天
に
帰
り
玉
は
ん
」
と
て
羨
む
人
多
ふ
か
り
し
。

斯
て
翌
朝
未
明
の
比
、
「係
る
不
浄
の
身
に
て
は
恐
れ
有
る
と
難
、
日
天
子
へ
御
暇

申
べ
し
」
と
て
病
室
の
戸
を
開
か
せ
、
朝
日
に
向
て
合
掌
し
け
る
が
其
侭
戸

（７

オ
）
を
さ
ゝ
せ
、
扱
又
伊
与
守
殿
の
誓
紙
、
息
等
の
起
請
文
を
雅
と
握
て
眠
る
が
如

く
、
文
治
三
年
四
月
十
九
日
、
終
に
逝
去
す
。
鎮
守
府
将
軍
、
陸
奥
守
、
奥
羽
両
州

の
押
領
使
、
従
四
位
上
少
将
、
藤
原
朝
臣
秀
衡
入
道
、
行
年
七
十
三
歳
也
。
伊
予
守

殿
を
始
め
泰
衡
以
下
の
息
等
は
云
に
及
ば
ず
、
家
臣
迄
も
皆
悉
く
悲
歎
の
声
彩
し
。

スナ
ト
リ
ア
　
マ
ヒト
　
　
イ
ゲ

斯
て
両
州
の
衆
僧
群
参
し
て
読
経
百
日
の
間
止
時
な
し
。
此
時
は
漁
父
海
士
人
も
生

る
を
取
ら
ず
と
や
。
理
り
成
る
哉
、
刑
は
軽
く
、
賞
は
重
く
、
第

一
国
中
に
逆
乱
起

ら
ず
、
四
民
枕
を
高
ふ
し
て
、
（７
ウ
）
是
偏
に
秀
衡
入
道
の
厚
恩
よ
り
出
る
所
也
。

斯
て

一
七
日
過
て
石
山
の
中
尊
寺

へ
葬
送
す
。
泰
衡
国
衡
両
刀
を
持
、
伊
与
守
殿
も

喪
服
召
し
草
雄
に
て
供
し
給
ふ
。
其
日
酉
の
上
刻
に
焼
香
始
り
て
、
第
三
日
の
晩
景

に
漸
く
終
り
、
遺
骸
は
伽
羅
沈
香
を
以
囲

へ
、
石
櫃
に
入
て
納
め
け
り
。

私
に
日
、
入
道
に
孫
七
十
三
人
あ
り
。
其
内
国
衡
が
子
廿
四
人
、
残
り
は
泰
衡

以
下
八
人
の
息
井
二
人
の
女
の
児
ど
も
也
。
国
衡
に
は
妾
腹
の
子
多
し
。
扱
又
、

秀
衡
死
後
三
年
も
過
ず
滅
亡
し
け
る
は
、
国
衡
が
悪
心
故
也
。
老
父
の
遺
言
を

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』

（二
）

背
き
、
伊
与
守
殿
を

（８
オ
）
討
奉
る
に
切
て
、
天
命
遁
れ
難
く
滅
亡
せ
り
。

誠
に
悪
む
べ
き
は
錦
戸
太
郎
国
衡
也
と
難
、
其
実
は
伊
与
守
殿
誤
り
也
。
縦
令

鎌
倉
殿
よ
り
い
か
よ
ふ
に
嫌
じ
給
ふ
と
も
、
又
国
衡
い
か
な
る
大
悪
人
也
と
も
、

斯
ま
で
重
き
入
道
の
遺
言
誓
詞
に
も
恐
れ
ず
し
て
、
入
道
死
後
に
至
り
、
伊
与

守
殿
に
ニ
ツ
の
不
可
を
禁
め
た
る
事
は
有
難
し
。
然
る
に
泉
三
郎
忠
衡
が
妻
女

を
犯
し
給
ふ
は
何
事
ぞ
や
。
是
人
た
る
道
に
あ
ら
ず
。
鎌
倉
殿
に
悪
ま
れ
給
ふ

故
、
山
伏
姿
に
て
奥
州

へ
下
り
給
ふ
を
、
入
道
介
抱
の
上
に
息
等
に
配
分
す
べ

き
両
州
を
譲
り
奉
る
の
大
恩
は

（８
ウ
）
親
よ
り
も
深
切
也
。
其
入
道
の
勢
を

犯
し
給
ふ
事
、
建
礼
門
院
を
犯
し
給
ふ
天
罰
に
や
、
運
枝
の
御
中
不
和
と
な
り
、

扱
又
忠
衡
は
伊
与
守
殿
を
背
か
ず
し
て
、
只

一
人
老
父
の
遺
言
を
守
り
、
兄
弟

引
別
れ
忠
義
の
為
に
其
身
を
捨
る
事
、
離
論
絶
類
の
心
底
也
。
伊
与
守
不
義
有

る
に
切
て
、
泰
衡
国
衡
悪
逆
と
は
云
乍
ら
、
其
家
を
失
ふ
事
、
時
節
到
来
し
天

よ
り
罪
し
給
ふ
と
は
云
乍
、
入
道
死
後
三
年
も
過
ず
し
て
亡
び
果
し
事
は
口
惜

し
く
も
又
浅
問
し

ヽ
。

鎌
倉
よ
り
奥
州

へ
使
者
の
事

（９
オ
）

同
年
六
月
に
は
鎌
倉
殿
よ
り
秀
衡
死
去
御
悔
み
と
し
て
、
佐
原
十
郎
義
連
、
足
立

右
馬
允
遠
元
両
人
を
奥
州

へ
遣
し
玉
ふ
。
然
る
所
に
泰
衡
は
両
使
の
迎
に
も
出
ず
、

又
鎌
倉
殿
の
御
回
上
を
も
自
身
に
聞
か
ず
舎
弟
樋
爪
の
五
郎
を
以
是
を
承
る
時
は
、

両
使
は
入
道
の
逝
去
を
悔
み
玉
ふ
旨
を
演
る
所
に
、
五
郎
高
衡
悦
び
ず
し
て
中
音
に

申
け
る
は

「抑
／
ヽ
征
夷
将
軍
に
事
有
れ
ば
鎮
守
府
将
軍
是
を
助
け
、
鎮
守
府
将
軍

に
事
有
る
時
は
征
夷
将
軍
助
る
事
は
古

へ
よ
り
定
る
所
也
。
然
る
に
老
父
入
道
死
去
、

家
督
継
目
の
事
に
及
び

（９
ウ
）
御
使
を
給
は
る
べ
き
は
。
向
後
泰
衡
が
事
に
於
は

頼
朝
身
に
引
請
て
家
督
の
事
も
京
都

へ
宜
し
く
奉
問
有
る
べ
し
と
の
御
使
を
給
は
ら

ば
御
志
の
切
ツ
成
る
所
也
。
入
道
が
死
後
を
御
弔
の
み
に
て
は
御
深
切
の
御
使
に
て

は
非
ず
」
と
憚
る
所
な
く
申
け
れ
ば
、
両
使
は
案
相
違
し
て
云
べ
き
詞
を
失
ふ
。
去

り
乍
、
さ
る
者
共
な
れ
ば

「高
衡
が
詞
尤
に
は
候
ら

へ
共
、
頼
朝
公
に
於
は
柳
も
危

略
な
し
。
御
家
督
相
続
の
事
は
老
臣
共
と
談
じ
、
別
に
使
を
以
申
入
べ
し
。
只
御
悔

一
五



み
の
御
使
延
引
に
及
の
間
、
先
両
人
を
以
、
御
悔
み
仰
入
れ
ら
る

ゝ

（１０
オ
）
所
也
。

此
内

一
人
は
泰
衡

へ
の
御
使
、　
一
人
頼
朝
名
代
と
し
て
入
道
の
廟
所

へ
焼
香
の
為
に

遣
し
候
所
也
」
と
申
に
切
て
、
泰
衡
も
悦
び
、
両
使
を
饗
応
し
け
り
。
翌
日
、
足
立

右
馬
允
は
石
山
の
中
尊
寺

へ
仏
参
し
て
焼
香
し
、
其
後
両
使
帰
る
に
及
て
、
泰
衡
歎

じ
て
国

「入
道
死
去
を
遠
く
弔
ら
は
せ
下
さ
る
事
、
恐
入
候
。
中
陰
過
候
は
ゞ
使
者

を
以
御
礼
謝
す
べ
き

（
」
）
旨
を
申
と
難
、
泰
衡
席
を
動
か
ず
。
泉
三
郎
両
使
を
送

り
出
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

斯
て
両
人
鎌
倉

へ
帰
参
し
、
右
の
旨
を
言
上
す
。
二
品
聞
し
召

「泰
衡
が
頼
朝
が

使
を
出
迎
は
ず
し
て

（１０
ウ
）
又
帰
る
時
も
送
ら
ず
席
を
動
か
ず
と
云
事
、
頗
る
無

礼
也
」
と
怒
り
玉
ふ
時
に
、
義
盛
申
け
る
は

「泰
衡
が
席
を
立
た
ざ
る
は
、
入
道
死

後
は
其
身
鎮
守
府
将
軍
の
職
也
。
尤
、
鎮
守
府
将
軍
は
征
夷
将
軍
に
は
劣
る
と
難
、

〔泰
衡
は
御
家
人
だ
に
も
御
使
に
違

へ
有
れ
ば
背
き
奉
る
べ
し
。
泰
衡
が
御
家
人
に

も
非
ず
。
別
に
立
た
る
も
の
也
。
（泰
衡
は
御
家
人
だ
に
も
非
ず
。
別
に
立
た
る
も

の
也
。
御
使
に
違

へ
有
れ
ば
背
き
奉
る
べ
し
。）
〕
去
乍
、
義
盛
杯
御
使
に
参
る
程
な

ら
ば
、
泰
衡
又
斯
く
は
有
べ
か
ら
ず
。
此
儀
に
付
て
も
礼
義
を
正
し
給
ふ
べ
き
の
事

也
。
君
御
長
寿
た
り
と
も
百
年
は
過
さ
せ
た
も
ふ
ま
じ
。
名
は
末
代
と
申
せ
ば
御
治

世
の
後
迄
も
名
誉

（１１
オ
）
残
し
給
は
ん
事
社
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
。
但
し
、
泰
衡
は

『御
弔

へ
泰
』
と
申
た
る
は
両
使
其
任
に
当
る
故
、
『四
方
に
使
し
て
君
命
を
恥
か
し

め
ず
』
と
は
是
也
」
と
申
け
れ
ば
、
二
品
御
顔
色
を
和
ら
げ
給
ふ
。
其
後
、
老
中

ヘ

仰
合
せ
ら
れ
、
秀
衡
死
去
の
事
を
京
都

へ
奏
聞
し
給
ふ
。

義
顕
卿
名
取
川
菊
御
見
物
の
事

井
泉
三
郎
忠
衡
妻
女
の
事

秀
衡
が
中
陰
の
間
は
伊
予
守
殿
高
館
よ
り
平
泉

へ
格
番
に
入
来
し
給
ふ
。
前
に
も

入
道
在
り
し
程
は
御
迎
に
出
ざ
り
し
が
、
（１１
ウ
）
秀
衡
兼
て
礼
儀
を
乱
す
べ
か
ら

ず
と
呉
／
ヽ
申
残
し
け
る
ゆ
へ
、
泰
衡
以
下
遥
々
迎
に
出
て
御
供
し
て
入
奉
る
。
斯

皆
々
尊
敬
奉
る
上
は
伊
与
守
殿
御
運
も
開
き
給
ふ
べ
し
、
と
皆
人
私
語
き
合
け
り
。

然
れ
ば
弥
／
ヽ
御
身
を
慎
み
給
ふ
べ
き
所
成
る
に
、
秀
衡
両
州
を
譲
り
申
け
れ
ば
、

一　
二ハ

日
を
追
て
御
心
に
奢
り
出
来
し
て
泰
衡
等
が
失
礼
を
近
頃
迄
は
見
遁
し
給

へ
し
が
、

今
は
は
や
少
し
の
無
礼
も
答
め
、
偏
に
国
主
の
如
く
持
な
し
給
ふ
故
、
両
州
の
諸
士

憎
み
奉
り
て

「我
々
が
主
君
と
云
は
、
故
入
道
の
子
息
也
。
然
る
に
伊
与
守
殿
如
何

な
れ
ば
斯
猛
成
を
ふ
る
ま
ひ
給
ふ
や
」
と

（１２
オ
）
誹
り
詈
り
け
る
。
是
皆
末
／
ヽ

の
者
共
也
。
去
れ
ば
、
泰
衡
だ
に
義
心
鉄
石
の
如
く
な
ら
ば
斯
は
有
間
敷
き
に
。

扱
も
程
な
く
中
陰
過
け
れ
ば
、
泰
衡
以
下
九
人
の
兄
弟
衣
装
を
改
め
高
館

へ
出
仕

し
け
る
に
種
々
品
々
を
献
じ
て
御
礼
を
送
、
其
上
面
々
の
妻
女
を
も
御
目
見
得
致
さ

せ
、
御
気
色
を
窺

へ
け
り
。
泰
衡
が
妻
女
は
式
部
太
輔
元
就
と
て
京
家
浪
人
の
女
也
。

国
衡
が
妻
女
は
老
臣
金
剛
別
当
が
女
也
。
忠
衡
が
妻
女
叔
父
佐
藤
庄
司
が
女
に
て
次

信
貞
信
に
は
妹
な
り
。
其
姿
た
を
や
か
に
し
て
都
恥
か
し
き
粧
ひ
。
其
志
し
優
に
就

く
、
（‐２
ウ
）
物
事
あ

い
／
ヽ
し
く
美
質
勝
れ
け
れ
ば
、
伊
与
守
殿
見
給

へ
、
御
心

移
り

『忠
衡
が
妻
ご
そ
最
目
出
度
か
り
し
』
と
思

へ
玉
こ
と
は
、
扱
も
是
非
な
き
事

共
也
。
此
婦
の
兄
次
信
は
八
島
に
て
御
命
に
代
り
討
死
す
。
貞
信
は
都
に
て
討
た
れ
、

兄
弟
共
に
御
命
に
代
り
た
る
者
の
妹
な
れ
ば
、
斯
は
有
間
敷
筈
也
。
誠
に
忠
衡
と
云

夫
卜
有
る
女
に
心
を
懸
ら
る

ヽ
は
言
語
に
絶
た
る
事
共
也
。
夫
レ
の
み
な
ら
ず
、
大

恩
有
る
秀
衡
が
要
也
。
云

恰

云

冥
加
に
尽
た
る
因
呆
也
。
去
る
に
て
も
物
宣
ま

は
ん
便
り
も
な
け
れ
ば
、
其
日
は
皆
々
御
暇
を
玉
は
り
け
る
。
其
後
、
伊
与
守
殿
は

御
台
に

（１３
オ
）
宣
ひ
け
る
は

「此
年
月
馴
ぬ
部
の
住
居
、
熙
や
徒
然
／
ヽ
に
思

ヘ

給
は
ん
。
然
る
に
彼
の
忠
衡
が
妻
は
其
姿
も
見
悪
く
か
ら
ず
、
芸
杯
も
拙
な
か
ら
ず
、

と
聞
及
ぶ
。
誠
に
射
し
き
女
な
れ
ば
、
常
／
ヽ
め
し
て
伽
と
し
て
徒
然
を
慰
め
玉

ヘ

か
し
」
と
仰
せ
け
れ
ば
、
御
台
も
淋
し
さ
の
余
り
に
忠
衡
方

へ
此
旨
仰
遣
は
さ
れ
、

彼
の
妻
女
を
常
々
召
し
て
伽
と
し
玉

へ
け
る
に
、
伊
与
守
殿
は
御
文
を
遊
ば
し
、
女

の
袂

へ
投
入
玉

へ
し
に
、
女
思

へ
寄
ら
ざ
る
事
な
れ
ば
興
を
覚
し
て
取
り
上
て
見
も

せ
ず
。
切
て
伊
与
守
殿
は
弥
増
し
の
思

へ
と
成
て
押
返
し
／
ヽ
送
り
給
ふ
を

（１３

ウ
）
手
に
も
ふ
れ
ざ
れ
ば
、
後
に
は
御
袂
を
引
給
ふ
に
ぞ
。
女
は
今
ぞ
忍
び
難
く
、

夫
卜
忠
衡

へ
此
事
を
告
ん
と
思

へ
し
が
、
『
い
や
／
ヽ
、
自
ら
が
兄
二
人
は
此
君
の

為
に
命
を
落
せ
し
忠
義
を
無
に
す
る
と
云
、
鎌
倉
殿
に
は
捨
ら
れ
給

へ
杖
柱
共
頼
み



給
ふ
入
道
殿
に
は
別
玉

へ
、
然
る
に
此
事
を
夫
卜
に
語
ら
ば
、
兄
弟
の
人
々
に
も
捨

ら
れ
給
ふ
べ
し
。
然
る
時
は
頼
方
な
く
也
給
は
ん
。
併
し
自
ら
身
に
曇
り
な
き
こ
そ

夫
卜

へ
の
云
訳
也
』
と
て
、
其
後
は
御
台
よ
り
召
給

へ
ど
も
病
気
と
称
し
て
五
度
に

三
度
は
参
ら
ざ
り
し
が
、
（１４
オ
）
扱
又
当
国
の
名
取
川
は
菊
の
名
所
に
て
、
今
を

盛
り
の
白
、
沙
汰
し
け
る
を
伊
与
守
殿
聞
給

へ
、
御
台
所
を
伴

へ
、
菊
を
御
見
物
に

御
出
有
べ
し
と
て
、
忠
衡
が
妻
女
を
も
召
具
し
給
ふ
に
、
彼
女
は
柳
風
の
心
地
な
れ

ば
参
る
間
敷
よ
し
を
申
け
る
。
忠
衡
聞
て
、
「父
入
道
殿
の
御
詞
を
少
し
也
共
背
か

ば
不
孝
也
。
況
や
御
台
、
無
漸
人
都
人
、
係
る
部
の
御
住
居
、
熙
や
つ
れ
／
ヽ
に
思

イ

ハ
イ

召
べ
し
。
仮
令
御
召
な
く
と
も
此
方
よ
り
御
供
に
参
ら
る
べ
き
に
、
違
背
申
は
恐
れ

有
り
。
急
ぎ
御
供
せ
ら
れ
よ
」
と
申
故
、
妻
女
は
是

（１４
ウ
）
非
に
及
ば
ず
、
御
供

し
け
り
。
然
る
に
高
館
よ
り
名
取
川
迄
は
行
程
十
八
里
あ
れ
ば
、
道
に

一
宿
し
て
翌

日
な
ら
で
は
至
り
難
し
。
殊
に
女
性
の
事
な
れ
ば
道
尺
取
ら
ず
し
て

一
宿
し
給
ふ
。

然
る
に
伊
与
守
殿
は
人
鎮
ま
り
、
御
台
も
寝
し
づ
ま
り
給

へ
ば
、
御
寝
所
よ
り
忍

び
出
給

へ
、
彼
女
の
寝
屋
に
入
玉

へ
ば
、
妻
女
は
驚
き
逃
去
ら
ん
と
し
け
る
を
引
留

玉

へ
、
無
体
に
枕
を
並
べ
給

へ
し
を
人
交
り
知
ら
ざ
り
し
は
。
斯
て
名
取
川
に
至
り

給

へ
、
終
日
菊
を
見
給

へ
、
翌
日
衣
川
に
帰
り
入
ら
せ
給
ふ
。
愛
に
於
忠
衡
が

（１５

オ
）
妻
女
も
宿
所

へ
帰
て
数
／
ヽ
の
玉
章
を
夫
に
渡
し
て
さ
め
／
ヽ
と
歎
き
け
る
故
、

忠
衡
ふ
し
ぎ
乍
披
見
し
て
大
き
驚
き

「
い
か
成
る
事
に
や
」
と
云
。
妻
女
聞
て
涙
を

ぬ
ぐ
い

「恥
か
し
乍
、
伊
与
守
殿
よ
り
御
玉
章
を
給
は
る
事
、
疾
に
も
知
ら
せ
参
ら

せ
ん
と
思

へ
し
が
、
主
君
の
御
罪
と
云
、
御
身
の
恥
辱
彼
是
を
思
て
、
兎
角
自
ら
参

ら
ん
に
は
し
か
じ
と
、
此
日
御
供
を
い
な
み
し
が
、
去
り
し
夜
の
御
泊
り
に
押
付
た

る
御
忍
び
。
主
有
る
此
身
を
汚
し
た
れ
ば
再
び
夫
に
面
を
合
は
す
る
も
恥
か
し
く
、

疾
々

（１５
ウ
）
手
を
給
は
れ
」
と
酒
を
流
し
て
申
け
れ
ば
、
忠
衡
も
無
念
の
事
に
思

へ
、
『主
君
に
あ
ら
ず
ん
ば
思

へ
知
ら
せ
ん
』
と
悔
み
け
る
が
、
又
思
ひ
直
し
、
『部

の
御
住
居
の
つ
れ
／
ヽ
に
御
戯
れ
も
更
に
無
理
と
は
思
は
れ
ず
。
父
入
道
殿
の
遺
言

と
云
、
い
か
成
事
有
る
共
、
伊
与
守
殿
に
背
く
ま
じ
と
の
起
請
文
を
腹
中
に
納
め
し

は
此
時
也
。
又
、
妻
に
科
も
な
し
。
よ
し
／
ヽ
、
御
心
に
入
な
ら
ば
幸
ひ
也
。
思
ふ

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』

（二
）

子
細
も
有
な
れ
ば
、
必
ず
仰
せ
を
背
く
事
勿
れ
。
背
か
ば
却
て
罪
有
り
』
と
て
高
館

へ
参
ら
せ
け
る
。
夫
の
心
入
有
こ
そ
床
し
け
れ
ば
、
妻
女
も

（１６
オ
）
今
は
憚
る
事

も
な
く
、
伊
与
守
殿
の
仰
に
随
ひ
け
れ
ば
、
伊
与
守
殿
も
映
ふ
花
の
心
、
御
台
の
御

事
は
忘
れ
給

へ
、
此
女
な
ら
で
は
と
夜
毎
に
御
寝
所

へ
召
玉

へ
し
が
、
後
に
は
二
夜

三
夜
宛
も
留
置
給
ふ
而
己
な
ら
ず
、
『哀
れ
忠
衡
で
な
く
ん
ば
此
女
を
永
く
召
置
か

れ
ん
も
の
を
』
と
思

へ
玉
ふ
。
天
罰
争
か
御
遁
れ
給
ふ
べ
し
。
然
る
に
御
台
此
由
を

聞
し
召
、
大
に
驚
き
給

へ
、
兼
房
を
召
し
て
委
し
く
仰
け
る
は
、
兼
房
又
弁
慶
に
か

た
る
に
流
石
の
弁
慶
な
れ
ど
も
返
答
に
は
指
詰
り
け
る
が
、
急
ぎ
御
前
に
出
て
、
怒

れ
る

（１６
ウ
）
顔
に
涙
を
含
ん
で
申
し
け
る
は
、
「↑
様
／
ヽ

の
事
を
承
り
し
が
誠

に
候
や
。
君
に
は
鎌
倉
殿
と
御
中
不
和
に
成
ら
せ
玉
ふ
其
根
元
は
、
西
国
に
て
女
院

を
犯
し
給
ふ
と
今
の
御
台
所
を
迎
ひ
給
ふ
、
此
ニ
ツ
に
切
て
御
身
の
置
所
な
く
、
御

姿
を
賓
て
は
る
か
ヽ
と
当
国

へ
下
り
玉
は
ず
や
。
然
る
に
故
秀
衡
は
君
匿
舎
尊
敬
し

奉
る
の
み
な
ら
ず
、
死
後
に
及
び
君
を
大
将
軍
に
仰
ふ
ぎ
、
両
州
の
輩
恐
れ
敬
ひ
奉

る
は
皆
悉
く
入
道
の
大
恩
に
し
て
、
海
よ
り
深
く
山
よ
り
高
し
。
然
る
に
恩
入
道
の

要
成
る
に
、
清
和
の
御
流
れ
と
し
て
係
る
行
跡
は
御

（１７
オ
）
先
祖
を
汚
し
給
ふ
は

如
何
成
る
因
果
と
云
事
を
御
勘
弁
な
き
は
心
得
ず
。
六
孫
五
以
来
斯
如
く
の
大
悪
の

公
達
も
な
く
、
此
後
御
心
を
改
め
玉
は
ず
ば
、
某
事
御
暇
を
給
は
り
腹
切
て
死
後
御

滅
亡
を
見
奉
る
べ
し
」
と
顔
色
常
な
ら
ず
謙
言
し
け
れ
ば
、
伊
与
守
殿

一
言
も
な
く

赤
面
し
て
奥

へ
入
玉
ふ
。
斯
て
弁
慶
は
忠
衡
が
様
子
を
伺
ひ
見
る
に
、
平
生
に
替
る

事
な
し
。
『扱
は
女
の
徒
に
て
主
君
の
御
心
に
随
ふ
を
忠
衡
是
を
知
ら
ざ
り
し
』
と

夫
よ
り
彼
女
を
遠
け
け
る
故
、
伊
与
守
殿
も
思

へ
止
り
給
ふ
所
に
、
数
日
過
て

（１７

ウ
）
忠
衡
密
に
弁
慶
を
招
き
て
、
「御
台
所
の
御
伽
と
て
愚
妻
を
常
々
召
し
給
ふ
所

に
、
近
比
に
置
て
は
御
召
し
な
き
は
、
定
め
て
愚
妻
事
御
機
嫌
に
背
き
し
や
」
と
尋

け
れ
ば
、
弁
慶
聞
て

「努
／
ヽ
左
様
の
事
に
あ
ら
ず
。
伊
与
守
殿
、
足
下
独
に
親
み

給

へ
、
内
室
迄
に
親
み
有
り
し
杯
と
、
兄
弟
の
面
々
聞
な
ら
ば
足
下
の
御
為
い
か
ゞ

と
存
じ
、
某
が
申
た
る
所
也
」
と
云
。
忠
衡
聞
て

「尤
、
我
等
館
は
高
館
殿
に
程
近

き
に
初
て
、
日
々
に
召
と
て
も
兄
弟
の
輩
争
か
不
審
を
す
べ
し
。
縦
令
愚
妻
事
、
伊

一
七



与
守
殿
の
御
意

（１８
オ
）
に
叶

へ
御
寝
屋
へ
召
給
ふ
事
は
愚
か
、
忠
衡
が

一
命
を
召

さ
る
ゝ
と
て
も
柳
も
背
き
奉
る
べ
き
に
あ
ら
ね
ど
も
、
武
士
の
身
と
し
て
妻
を
犯
さ

れ
ん
杯
と
聞
な
ら
ば
、
兄
弟
の
者
共
本
意
と
は
存
じ
ま
じ
。
切
て
、
ど
の
様
に
も
品

を
付
て
離
別
す
べ
き
の
条
、
夫
卜
に
捨
ら
れ
寄
べ
な
き
の
女
、
殊
に
は
君
の
御
為
に

一
命
を
落
し
た
る
次
信
、
忠
信
等
の
妹
な
れ
ば
、
君
に
も
不
便
を
加
へ
ら
れ
御
召
仕

下
さ
る
べ
く
、
足
下
宜
し
く
御
取
次
頼
也
」
と
云
時
に
は
、
流
石
の
弁
慶
も
返
答
に

指
詰
り
し
が
、
『扱
は
疾
よ
り
忠
衡
此
事

（１８
ウ
）
も
知
り
た
り
』
と
思
へ
し
か
ば
、

屹
と
思
慮
し
て
答

へ
け
る
は

「伊
与
守
殿
、
足
下
の
妻
女
へ
戯
れ
玉
へ
し
は
、
弁
慶

が
業
に
し
て
、
曽
て
伊
与
守
殿
の
御
心
よ
り
出
る
事
に
は
非
ず
。
故
入
道
は
泰
衡
以

下
の
兄
弟
と
伊
与
守
殿
と
合
体
有
る
べ
き
旨
遺
言
有
る
と
難
、
未
だ
兄
弟
の
心
底
知

れ
難
し
。
然
る
に
伊
与
守
殿
、
今
天
下
に
望
み
有
り
。
依
て
足
下
弥
の
御
心
底
違
変

な
き
に
於
は
、
近
き
内
に
軍
兵
を
催
ふ
し
、
鎌
倉
を
亡
し
、
伊
与
守
殿
と
泰
衡
両
人

井
て
東
西
を
治
む
べ
し
、
と
の
謀
こ
と
を
廻
ら
す
と
難
、
自
然
兄

（１９
オ
）
弟
の
一

人
に
て
も
異
変
有
に
於
は
事
成
る
ま
じ
。
然
れ
ば
速
に
当
国
を
立
去
る
べ
し
。
如
何

し
て
面
々
の
実
心
を
伺
ふ
べ
し
、
と
工
夫
す
る
に

『縦
、
い
か
な
る
忠
臣
也
共
、
其

妻
女
を
犯
さ
れ
な
ば
争
か
恨
み
な
か
る
べ
し
。
然
れ
共
、
益
／
ヽ
変
心
な
く
合
体
な

ら
ば
、
伊
与
守
殿
の
大
望
成
就
』
と
思
へ
、
此
斗
策
に
及
べ
り
。
然
る
に
足
下
今
の

一
言
に
妻
女
を
犯
さ
れ
し
事
は
云
に
及
ば
ず
、
縦

一
命
也
共
指
上
奉
る
べ
し
と
金
鉄

の
心
底
。
本
人
だ
に
も
斯
の
如
く
也
。
泰
衡
其
外
と
て
も
伊
与
守
殿
に
背
き
給
ふ
心

底
は
柳
も
有
ま
じ
と
、
弁
慶

（１９
ウ
）
今
こ
そ
安
心
す
。
さ
す
れ
ば
、
妻
女
の
仇
は

某
也
。
疾
々
首
打
て
無
念
を
晴
さ
れ
よ
」
と
角
の
立
た
ざ
る
忠
言
、
真
斯
思
へ
切
た

る
気
色
也
。
忠
衡
聞
て
、
「老
父
入
道
末
期
に
及
び
、
君
に
背
く
事
勿
れ
と
起
請
文

を
書
て
銘
々
腹
内
に
納
め
た
れ
ば
、
砕
身
粉
骨
せ
ら
る
ゝ
共
、
柳
恨
み
有
べ
き
や
。

誠
に
足
下
方
便
と
有
れ
ば
、
弥
／
ヽ
思
ふ
所
な
し
」
と
云
て
退
去
に
及
ぶ
時
に
弁
慶

は

「足
下
今
の
詞
を
七
生
迄
忘
れ
ま
じ
」
と
云
て
高
館
へ
帰
り
け
る
。
忠
衡
は
斯
く

云
け
れ
共
、
兄
弟
の
者
共
は

「三
郎
社
、
妻
女
を

（２０
ォ
）
犯
さ
れ
乍
知
ら
ざ
る
体

に
て
臆
病
也
」
と
囁
き
し
は
、
伊
与
守
殿
御
運
の
末
と
也
け
る
。

一
八

私

二
日
、
弁
慶
が
智
弁
に
て
忠
衡
心
解
た
る
体
な
れ
共
、
忠
衡
程
の
者
、
争
か

弁
慶
が
弁
舌
を
実
と
す
べ
し
。
内
心
に
は
伊
与
守
殿
を
疎
み
け
れ
共
、
忠
孝
の

士
と
云
事
、
老
父
の
遺
言
を
背
か
ざ
る
の

一
ツ
也
。
次
に
弁
慶
は
武
勇
而
已
に

非
ず
。
主
君
を
大
切
に
思

へ
、
罪
を
其
身
に
引
請
る
事
尋
常
の
者
の
及
ば
ざ
る

所
也
。
去
れ
ば
此
法
師
駿
河
治
郎
を
伴

へ
し
始
め
を
聞
く
に
、
駿
河
治
郎
は
山

ゴ

賊
の

（２０
ゥ
）
張
本
也
し
が
、
其
時
節
糧
乏
く
駿
河
治
郎
食
後
に
湯
の
香
を
食

せ
ん
と
す
る
を
見
て
、
弁
慶
云
は

「望
有
る
勇
士
は
是
を
食
す
べ
か
ら
ず
」
と

云
て
、
己
取
て
食
す
。
駿
河
治
郎
是
を
答
め
け
る
に

「法
師
は
食
し
て
も
苦
る

し
か
ら
ず
」
迎
、
其
身
飢
を
養
ふ
。
然
れ
ば
弁
慶
は
空
言
の
上
手
也
。
尤
能
き

郎
等
に
て
良
臣
と
云
に
は
非
ず
。

泰
衡
鎮
守
府
将
軍
に
補
せ
ら
る
ゝ
事

付
タ
リ
　
高
衡
兄
国
衡
を
書
る
事

井
　
鎌
倉
殿
偽
謀
の
事

文
治
三
年
十
月
、
奥
州
の
泰
衡
は
亡
父
秀
衡
入
道
の
家
督

（２‐
ォ
）
を
継
ぎ
、
鎮

守
府
将
軍
、
陸
奥
守
に
任
じ
給
ふ
の
宣
旨
、
京
都
よ
り
鎌
倉

へ
下
る
。
此
儀
前
々
は

京
都
よ
り
直
ぐ
に
奥
州
へ
勅
使
下
向
と
雖
、
此
度
は
頼
朝
公
強
て
是
を
執
し
給
ふ
に

竹
て
、
鎌
倉
殿
奥
州
へ
取
り
次
下
さ
れ
け
り
。
其
使
に
は
三
浦
介
義
澄
、
上
総
介
高

弘
両
人
を
泰
衡
方
へ
遣
は
さ
れ
、
尤
二
品
よ
り
御
教
書
を
仰
下
給
ふ
。
其
赴
は

『泰

衡
父
祖
の
家
を
継
ぎ
両
国
の
押
領
使
と
成
事
、
其
器
た
れ
ば
、
頼
朝
是
を
執
し
申
す

所
也
。
扱
又
、
義
顕
は
頼
朝
が
弟
た
り
と
難
、
朝
敵
の
名
を

（２‐
ゥ
）
家
り
、
然
る

を
泰
衡
扶
助
せ
ら
る
ゝ
事
、
夫
の
み
な
ら
ず
秀
衡
は
渠
に
譲
り
申
さ
る
由
、
以
の
外

の
事
共
也
。
縦
令
父
の
遺
言
た
り
共
、
義
顕
に
於
は
扶
助
す
べ
き
事
に
非
ず
。
若
、

渠
に
両
州
の
政
事
を
任
せ
ら
る
ゝ
に
於
は
両
州
則
朝
敵
の
国
な
れ
ば
、
速
に
征
伐
す

べ
き
』
よ
し
也
。

泰
衡
披
見
し
て

「此
義
い
か
ゞ
有
べ
し
」
と
評
定
し
け
る
所
に
、
錦
戸
太
郎
云
は

「鎌
倉
殿
申
さ
る
旨
に
任
せ
伊
与
守
殿
を
討
べ
し
」
と
云
時
に
、
泉
三
郎
忠
衡
進
出

て

「亡
父
の
遺
言
を
守
り
、
其
事
努
／
ヽ
然
る
べ
か
ら
ず
」
と
云
。
（２２
オ
）
国
衡



聞
て
大
に
怒
り

「父
入
道
老
麦
の
遺
言
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
汝
兄
に
向
て
推
参

成
る
申
条
、
奇
怪
也
」
と
云
時
に
、
樋
爪
五
郎
高
衡
進
み
出
て

「評
定
と
り
／
ヽ
に

し
て
、
其
中
に
善
に
随
ひ
悪
し
き
を
除
く
迄
の
事
也
。
然
る
に
貴
辺
は
、
泉
殿
に
向

て

『推
参
成
る
申
条
』
と
は
頗
る
奢
り
た
る
詞
に
し
て
兄
弟
の
礼
に
は
非
ず
。
前
方

貴
辺
は
伊
与
守
殿
に
逆
ひ
、
杭
瀬
川
に
待
伏
せ
し
て
討
た
ん
と
せ
ら
れ
し
事
顕
れ
、

既
誅
せ
ら
る
ゝ
べ
き
の
所
に
、
別
義
を
以
助
け
置
る
ゝ
也
。
其
時
入
道
殿
の
御

（２２

ウ
）
耳
に
入
な
ら
ば
、
貴
辺
は
当
国
に
安
堵
成
る
べ
か
ら
ず
。
兄
弟
御
館
殿
家
督
を

継
給

へ
て
鎮
守
府
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
し
事
を
心
中
に
憤
り
色
に
は
出
し
玉
は
ね
ど
も
、

『我
相
続
す
べ
き
家
を
弟
に
続
が
れ
残
念
也
』
と
思
は
る
ヽ
よ
り
事
起
り
た
る
。
勿

論
、
貴
所
捌
き
に
依
て
入
道
殿
は
賢
く
も
家
を
治
る
器
量
な
き
事
を
知
り
給
へ
ぬ
る

な
れ
ど
も
、
次
男
と
し
給
ふ
事
、
殊
に
口
惜
し
く
は
思
は
れ
ず
や
。
高
衡
な
ら
ば
腹

切
て
死
す
べ
き
に
、
令
様
の
恥
辱
も
顧
ず
。
然
る
上
は
以
後
係
る
評
席
に
は
出
玉
ふ

（２３
オ
）
な
」
と
遠
慮
も
な
く
申
け
れ
ば
、
流
石
の
国
衡
面
目
を
失
ひ
乍
退
去
し
け

り
。
高
衡
は
舎
弟
な
れ
共
、
智
勇
兼
備
し
た
れ
ば
、
流
石
の
国
衡
只

一
言
に
云
伏
せ

ら
れ
け
り
。
高
衡
又
泰
に
向
て

「憚
り
乍
御
身
の
行
跡
是
迄
と
は
違
ひ
、
鎮
守
府
将

軍
に
任
じ
給
へ
ば
、
万
端
御
心
を
正
さ
る
べ
し
。
扱
又
鎌
倉

へ
の
御
答
へ
に
は
、
仰

越
る
旨
委
細
其
意
を
得
奉
り
ぬ
。
然
ら
ば
天
下
の
騒
ぎ
に
も
鎌
倉
殿
の
障
り
な
ら
ざ

る
様
に
宜
し
く
相
計
て
、
是
よ
り
御
返
答
申
上
べ
き
旨
、
御
返
答
に
相
認
め
ら
る

（２３
ウ
）
べ
し
」
と
申
に
切
て
、
則
其
旨
を
認
め
、
宣
旨
の
御
受
共
に
両
使

へ
渡
し

け
れ
ば
、
三
浦
介
云
は

「伊
与
守
殿
朝
敵
と
也
玉
ふ
に
切
て
急
ぎ
討
申
べ
き
よ
し
仰

越
さ
る
、
其
返
答
は
如
何
」
と
云
。
泰
衡
聞
て

「伊
与
守
殿
朝
敵
の
よ
し
仰
越
さ

る
ゝ
と
難
、
此
度
の
宣
旨
に
其
儀
な
け
れ
ば
能
々
実
否
を
礼
し
て
、
朝
敵
に
極
る
に

於
は
鎌
倉
殿
の
仰
を
家
る
迄
も
な
く
、
泰
衡
是
を
斗
る
べ
し
。
然
ら
ば
面
々
急
ぎ
御

帰
り
有
て
此
よ
し
を
申
上
ら
れ
よ
」
と
云
に
勿
て
、
両
使
は
鎌
倉

へ
帰
参
し
て
委
細

に
言
上
し

（２４
オ
）
け
れ
ば
、
鎌
倉
殿
聞
玉
へ
、
泰
衡
が
返
答
を
怒
り
給
へ
、
此
時

よ
り
奥
州
退
治
の
事
を
専
ら
思
立
給
ふ
。
扱
又
御
受
は
千
葉
治
郎
常
秀
、
仁
田
四
郎

忠
常
両
人
を
以
て
、
京
都
へ
遣
し
給
ふ
。

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』

（二
）

扱
又
奥
州
に
て
は
、
錦
戸
太
郎
国
衡
は
舎
弟
高
衡
に
恥
か
し
め
ら
れ
口
惜
き
事
に

思
へ
、
居
城
安
津
賀
志
山
に
馳
せ
帰
る
に
依
て
、
高
衡
は

「錦
戸
を
助
置
て
後
日
の

災
と
成
る
べ
し
。
追
懸
て
討
べ
し
」
と
云
。
泰
衡
忠
衡
等
聞
て

「国
衡
は
悪
人
な
れ

共
、
兄
也
。
殊
に
入
道
殿
の
一
周
忌
も
過
ず
。
其
上
、
亡
父
不
便
を
加

へ
給
ふ

（２４

ウ
）
外
腹
な
れ
ば
、
次
男
に
立
置
れ
し
上
は
容
易
に
は
討
べ
か
ら
ず
」
留
め
け
れ
ば
、

高
衡
聞
て

「必
ず
後
悔
し
給
ふ
な
」
と
云
て
退
去
し
け
れ
ば
、
面
々
も
退
散
す
。

然
る
に
国
衡
と
泰
衡
其
中
不
和
に
成
た
る
事
、
鎌
倉
殿
聞
玉

へ

「是
幸
ひ
の
時

也
」
と
、
文
治
四
年
正
月
、
泰
衡
方
へ
御
書
を
下
さ
れ
、
又
別
段
に
似
せ
宣
旨
を
書

か
せ
て
送
り
示
し
玉
ふ
。
其
赴
は

『奥
州
泰
衡
事
、
朝
敵
伊
与
守
義
顕
に
組
し
て
是

を
扶
助
す
る
の
よ
し
、
急
ぎ
義
顕
を
討
べ
き
』
の
旨
也
。
又
、
御
書
に
は

『斯
の
如

き
宣
旨
を
下
さ
る
間
、
頼
朝
出
馬
す
べ
き

（２５
オ
）
と
思
共
、
泰
衡
討
て
出
さ
る
ゝ

に
於
は
天
聴
を
由
免
し
、
両
国
の
押
領
使
は
勿
論
、
新
恩
と
し
て
下
総
の
国
を
宛
行

ふ
べ
き
も
の
也
。
若
又
是
迄
の
如
く
、
伊
与
守
と
合
体
せ
ら
れ
ば
、
朝
敵
に

一
味
な

れ
ば
倶
に
征
伐
遁
る
べ
か
ら
ず
』
と
書
か
れ
た
り
。
又
、
国
衡
方
へ
は
別
段
に
御
書

を
給
は
り

『若
、
泰
衡
同
意
な
く
ば
、
国
衡

一
人
し
て
伊
与
守
を
討
て
出
さ
れ
ば
、

下
総
の
国
は
相
違
有
べ
か
ら
ず
』
と
仰
下
さ
れ
け
る
。
然
る
に
国
衡
は
云
に
及
ば
ず
、

今
迄
善
り
し
泰
衡
も
、
忽
ぢ
欲
心
に
迷
ひ
け
る
と
か
や
。

扱
又
、
奥
州
の
輩
は
是
を
似
せ
宣
旨
と
は
知
ら
ざ
る
や
。
（２５
ウ
）
縦
、
泰
衡
心

迷
ふ
共
、
高
衡
が
心
付
べ
き
事
成
る
に
、
不
思
議
也
。
兄
弟
九
人
の
間
、
忠
衡

一
人

は
義
心
鉄
石
の
如
し
。
さ
し
も
の
高
衡
、
其
外
智
謀
の
輩
有
り
し
に
、
似
せ
宣
旨
と

は
心
付
か
ざ
る
は
家
運
の
末
也
。

去
れ
ば
、
泰
衡
は

「既
宣
旨
下
る
上
は
伊
与
守
殿
は
朝
敵
也
。
然
る
に
我
々
一
味

す
る
時
は
倶
に
朝
敵
と
成
る
事
な
れ
ば
、
労
は
し
乍
も
討
べ
し
」
と

一
味
し
け
る
は
、

是
偏
に
是
非
も
な
し
。
其
上
国
衡
が
方
よ
り
申
越
す
は

「伊
与
守
殿
、
縦
此
方
よ
り

討
た
ず
共
、
朝
敵
と
也
玉
へ
ば
遁
れ
給
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
熟
く
／
ヽ
昔
を
思
へ
ば
、

先
祖
武
則

（２６
オ
）
真
人
は
伊
与
守
頼
義
朝
臣
に
合
力
し
て
、
貞
任
宗
任
を
亡
す
事
、

是
偏
に
武
則
の
方
よ
り
源
氏
に
随
ふ
に
は
非
ず
。
頼
義
の
方
よ
り
頼
ま
る
ヽ
に
依
て

一
九



也
。
其
勲
功
有
る
故
、
頼
義
朝
臣
奏
聞
し
て
鎮
守
府
将
中
任
せ
ら
れ
た
り
。
然
る
に

代
々
源
家
の
親
族
た
る
思

へ
を
せ
し
所
に
、
保
元
平
治
の
比
に
至
り
、
平
家
漸
く
盛

ん
に
也
て
源
氏
は
段
々
に
減
亡
す
。
此
時
に
亡
父
入
道
殿
は
昔
の
恩
を
思

へ
玉

へ
、

『若
や
存

へ
玉

へ
し
源
氏
の
公
達
あ
ら
ば
、
秀
衡
是
を
取
立
て
天
下
に
旗
を
上
進
ら

せ
ん
』
と
思
ふ
所
に
、
吉
次
信
高
が

（２６
ウ
）
云
は

『近
き
鞍
馬
寺
に
故
左
馬
頭
殿

の
末
子
牛
若
丸
と
申
御
方
御
座
る
』
よ
し
を
語
る
。
入
道
殿
聞
き
玉

へ

『其
人
杯
は

入
道
を
頼
、
下
り
給
は
ぬ
や
。
若
し
左
も
有
ら
ば
、
大
将
に
取
立
進
ら
せ
ん
も
の

を
』
と
吉
次
に
申
遣
は
す
故
、
則
当
国

へ
下
り
玉

へ
し
を
、
去
る
治
承
四
年
頼
朝
謀

坂
の
よ
し
聞

へ
け
れ
ば
、
入
道
も
伊
与
守
殿
大
将
と
し
て
奥
州
勢
余
多
を
付
て
、
鎌

倉
殿
に
力
を
合
せ
て
終
に
平
家
を
攻
亡
す
。
其
軍
功
莫
大
也
と
難
、
其
身
に
不
義
有

に
依
て
、
御
連
枝
の
中
不
和
と
也
、
再
び
当
国

へ

（２７
オ
）
下
り
玉
ふ
故
、
音
の
好

身
を
思

へ
入
道
殿
扶
助
し
て
、
今
此
国
に
御
座
し
け
れ
共
、
是

一
旦
の
義
理
を
以
、

匿
舎
申
さ
れ
た
り
。
然
る
に
入
道
殿
死
去
し
給
ふ
上
は
、
泰
衡
に
至
て
は
義
理
も
な

し
。
尤
、
入
道
殿
末
期
に
及
て
、
伊
与
守
殿
と
親
し
む
べ
き
由
を
遺
言
し
給
ふ
と
難
、

全
く
老
麦
の
上
な
れ
ば
真
実
に
非
ず
。
然
る
に
鎌
倉
殿
よ
り
申
越
さ
れ
し
斗
な
ら
ば
、

縦
関
八
州
の
兵
寄
せ
来
た
る
共
、
我
々
兄
弟
心
を
合
せ
、
伊
与
守
殿
を
大
将
と
し
て

軍
す
る
程
な
ら
ば
五
年
十
年
経
る
共

（２７
ウ
）
争
か
戦
ひ
負
べ
き
。
然
れ
共
、
朝
敵

の
名
を
得
し
人
に
組
み
す
れ
ば
、
則
朝
敵
と
也
。
終
に
入
道
殿
存
命
の
時
に
両
州
を

譲
り
玉

へ
ば
、
我
々
は
家
人
と
な
ら
ん
も
口
惜
し
き
次
第
也
。
勿
論
、
伊
与
守
殿
の

息
、
終
に
は
当
国
に
在
て
鎮
守
府
将
軍
の
重
職
を
も
奪
ひ
申
さ
る
べ
し
。
然
る
を
討

時
は
両
州
は
申
に
及
ば
ず
、
下
総
の
国
を
領
せ
ん
事
疑
な
し
。
切
て
、
国
衡
は
弟
の

知
行
を
分
け
貰
は
ん
事
心
能
か
ら
ず
。
又
、
足
下
兄
を
指
置
き
両
州
の
主
と
成
る
も

心
能
く
は
有
る
な
し
。
切
て
、
我
は
下
総
の
国

へ
移
り
生
涯
を
心
よ
く

（２８
オ
）
す

べ
き
也
。
ま
さ
か
の
時
は
三
ヶ
国
合
体
し
て
相
互
に
水
魚
の
思

へ
を
す
べ
し
。
殊
に

代
々
鎮
守
府
将
軍
に
任
ぜ
ら
る

ゝ
も
朝
恩
に
切
て
也
。
然
る
上
は
急
ぎ
伊
与
守
殿
を

討
べ
し
」
と
申
越
し
け
れ
ば
、
元
来

一
決
な
き
泰
衡
に
て
、
国
衡
が
申
条
を
尤
と
同

意
し
け
り
。

二
〇

私

二
日
、
前
方
高
衡
が
、
錦
戸
を
討
ざ
る
時

「後
悔
有
る
べ
し
」
と
申
け
る
は
、

終
に
は
国
衡
が
心
底
正
し
か
ら
ざ
る
故
、
予
州
を
討
た
る
跡
に
て
泰
衡
以
下
減

亡
し
け
る
は
全
く
国
衡
故
也
。
（２８
ウ
）

二
品
起
請
文
を
泰
衡
に
給
ふ
事

付
タ
リ
　
義
顕
卿
評
定
の
事

井
　
鈴
木
三
郎
重
家
高
館

へ
馳
参
の
事

去
程
に
鎮
守
府
将
軍
泰
衡
は
心
底
を
極
め
て
、
伊
与
守
殿
を
討
べ
き
の
評
定

一
決

し
て
、
重
て
鎌
倉

へ
申
遣
し
け
る
は

「伊
与
守
殿
を
討
進
ら
せ
け
る
に
於
は
下
総
の

国
を
賜
は
る
べ
き
の
起
請
文
を
下
さ
れ
ば
、
速
に
退
治
仕
る
べ
し
」
と
申
遣
し
け
る
。

二
品
聞
し
召

「泰
衡
が
申
処
、
如
何
有
る
べ
し
」
と
老
中

へ
異
見
を
問
給
ふ
に
、
畠

山
重
忠
進
み

（２９
オ
）
出
て
、
苦
し
か
ら
ざ
る
の
よ
し
申
に
勿
て
、
二
品
則
、
起
請

文
を
遣
は
さ
れ
候
故
、
泰
衡
弥
／
ヽ
心
底

一
決
し
て
け
る
が
、
泉
三
郎
忠
衡

一
人
は

亡
父
の
遺
言
を
守
る
事
金
鉄
の
如
く
な
れ
ば
、
兄
弟
に
引
別
れ
て
自
分
の
居
城

へ
引

篭
り
け
る
。
樋
爪
の
五
郎
高
衡
も
伊
与
守
殿

へ
励
み
け
る
が
、
朝
敵
た
る
の
よ
し
宣

旨
に
や
恐
れ
け
ん
、
兄
弟
の
輩
と
同
意
し
け
り
。
此
節
忠
衡
と
心
を
合
て
錦
戸
太
郎

が
逆
意
を
折
く
に
於
は
子
孫
繁
昌
す
べ
き
に
、
亡
父
の
遺
言
に
背
て
高
衡
が
伊
与
守

殿

へ
逆
く
べ
し
事
は
、
実
や

（２９
ウ
）
家
運
の
尽
る
所
也
。

扱
又
伊
与
守
殿
の
頼
み
と
し
玉
ふ
輩
に
は
武
蔵
坊
弁
慶
、
亀
井
の
六
郎
重
清
、
片

岡
八
郎
、
備
前
平
四
郎
、
堀
藤
治
景
家
等
を
始
と
し
て
、
宗
徒
の
輩
三
十
四
人
、
都

合
三
百
八
十
四
人
の
小
勢
な
れ
共
、
各
／
ヽ
金
鉄
の
志
し
を
励
し
、
討
死
を
覚
悟
し

て
篭
城
す
。
然
れ
共
、
泰
衡
未
だ
寄
せ
来
ら
ず
。
然
る
迎
、
僅
か
に
三
百
八
十
余
人

の
微
勢
に
て
平
泉

へ
逆
寄
せ
す
る
も
叶
は
ず
、
泰
衡
又

『伊
与
守
殿
僅
の
小
勢
に
て

両
州
の
大
軍
と
駈
合
ふ
の
軍
仕
玉
は
ん
事
思

へ
寄
ら
ぬ
。
必
定
自
害
杯

（３０
ォ
）
仕

玉
ふ
や
』
と
思

へ
侮
り
責
取
ら
ん
と
も
せ
ず
、
四
月
も
過
ぎ
て
間
四
月
に
な
れ
ど
も
、

曽
て
寄
せ
来
た
ら
ず
。
高
館
に
は
、
最
期
の

一
軍
花
／
ヽ
し
く
し
て
兎
も
角
も
成
る

べ
し
と
、　
一
人
も
徒
に
自
害
せ
ん
事
を
心
に
懸
ず
。
斯
て
間
四
月
廿

一
日
に
成
て
、

明
く
れ
ば
泰
衡
高
館

へ
寄
せ
来
た
る
べ
し
と
聞

へ
け
り
。
又
泰
衡
は
手
分
を
定
め
け



る
に
、
「大
手

の
大
将
に
は
錦
戸
太
郎
国
衡
五
千
余
人
、
揚
手

の
大
将
に
は
樋
爪
五

郎
高
衡
三
千
余
人
、
其
勢
都
合
八
千
余
に
て
押
寄
す
べ
し
」
と
の
定
め
也
。

然
る
に
其
夜
は
高
館
に
て
は

（３０
ゥ
）
各
／
ヽ
参
会
し
て
連
中
最
期
の
御
酒
宴
最

中
也
し
に
、
大
手
の
木
戸
を
あ
ら
ら
か
に
叩
く
は
有
り
。
依
て

「す
は
や
敵
兵
寄
せ

来
た
り
し
や
」
と
弁
慶
駈
出
ん
と
し
け
る
を
、
亀
井
六
郎
押
留
め
て

「只
今
呼
は
る

声
を
聞
し
に
何
と
や
ら
ん
聞
馴
た
る
音
声
也
」
と
云
て
馳
せ
向
て

「誰
人
成
る
や
」

と
答
め
け
る
に
、
舎
弟
鈴
木
重
家
也
。
此
節
三
郎
重
家
云
は

「去
る
正
月
の
比
よ
り

我
君
に
は
泰
衡
と
御
中
不
知
に
な
ら
せ
給
ふ
よ
し
を
聞
け
れ
ば
、
御
先
途
を
見
届
け

奉
ら
ん
が
為
に
馳
せ
下
る
。
次
で
な
れ
ば

（３．
ォ
）
鎌
倉

へ
立
寄
り
、
様
子
を
伺
は

ん
と
し
け
る
所
に
、
縄
が
岡
に
て
梶
原
が
為
に
給
と
成
て
、
既
誅
せ
ら
る
べ
し
を
、

可
惜
勇
士
な
れ
ば
鎌
倉
殿
召
仕
は
る
べ
し
と
て
助
命
有
り
し
故
、
幸
ひ
に
道
を
急
ぎ

逃
下
り
し
所
也
」
と
云
。
伊
与
守
殿
聞
き
給

へ

「義
顕
以
下
の
輩
は
今
明
日
の
内
に

戦
死
す
べ
き
の
時
至
れ
り
。
然
る
に
汝
は
る
か
ヽ
下
着
せ
し
は
嬉
し
く
は
思
也
。
去

り
乍
ら
、
汝
も
倶
に
討
死
せ
ん
事
不
便
な
れ
ば
急
ぎ
本
国

へ
立
帰
り
、
子
孫
の
後
栄

を
斗
り
、
次
に
義
顕
が
菩
提
を
も
弔

へ

（３．
ゥ
）
か
し
」
と
宣
ひ
け
れ
ば
、
重
家
聞

き

「鎌
倉
に
て
兎
も
角
も
成
べ
き
命
を
助
り
、
是
迄
馳
せ
下
り
し
事
、
偏
に
君
の
御

先
途
を
見
届
け
奉
る
べ
き
の
為
也
。
若
し
落
城
の
已
後
に
下
着
し
て
衣
川
の
焼
跡
に

て
生
害
仕
る
に
於
は
若

回
の
残
念
に
存
ず
べ
し
。
然
る
に
重
家
未
だ
武
門
に
尽
ず

し
て
我
君
御
在
世
の
内
に
馳
参
じ
、
御
先
途
の
御
用
に
立
た
ん
事
は
生
涯
の
本
望
、

何
事
か
是
に
過
ぐ
べ
し
。
然
る
上
は
明
日
の
御
先
手
を
何
れ
の
人
承
る
と
て
も
某
三

百
余
里
の
行
程
を
遥
／
ヽ
下

（３２
オ
）
向
し
た
れ
ば
、
是
非
に
御
先
キ
を
仕
度
し
」

と
頼
み
け
れ
ば
、
元
来
武
蔵
坊
弁
慶
第

一
の
先
障
を
家
り
け
れ
共
、
鈴
木
が
願
ひ
余

儀
な
け
れ
ば
、
則
渠
に
譲
り
け
り
。
此
節
弁
慶
申
け
る
は

「錦
戸
太
郎
国
衡
、
明
日

大
手

の
大
将
と
し
て
寄
せ
来
た
る
由
、
聞
ゆ
れ
ば
、
外
／
ヽ
の
敵
に
は
目
を
懸
ず
、

必
ず
渠
を
討
取
り
申
さ
る
べ
し
。
某
も
国
衡
と
見
る
な
ら
ば
多
勢
の
中
と
云
と
も
駈

破
り
勝
負
を
決
す
べ
し
」
と
重
き
鎧
を
着
し
、
胴
金
入
れ
た
る
烏
帽
子
形
夕
の
兜
を

重
さ
六
斤
有
る
を
頂
き
た
り
。
此
兜
は
尋
常
の

（３２
ウ
）
者
着
す
る
事
叶
は
ず
。
然

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』

（二
）

る
に
弁
慶
は
此
頃
天
下
に
唯

一
人
の
力
量
也
。

私
二
日
、
秀
衡
常
に
戯
て
云
は

「石
山
の
中
尊
寺
に
有
る
四
天
王
と
、
足
下
の

姿
異
る
事
な
し
。
然
れ
ば
、
力
量
又
強
か
る
べ
し
」
と
尋
け
る
に
、
弁
慶
聞
て

「我
等
が
力
、
何
程
と
云
事
を
知
ら
ず
。
某
、
昔
比
叡
山
の
南
塔
に
有
り
し
時
、

鐘
堂
の
普
請
に
用
ゆ
る
所
の
大
石
に
綱
を
付
て
遥
の
谷
よ
り
引
上
る
に
、
八
十

余
人
懸
り
て
是
を
上
げ
得
ざ
り
し
を
、
我
只

一
人
に
て
引
上
た
れ
共
、
左
の
み

重
も

（３３
オ
）
か
り
し
共
思
は
ざ
り
し
が
、
其
後
播
州
書
写
山
に
在
り
し
時
、

折
節
夏
の
事
也
し
が
、
川
岸
に
柳
の
大
木
有
り
し
を
川
端
へ
押
携
め
て
其
上
に

腰
を
懸
け
足
を
水
に
ひ
た
し
て
涼
み
居
け
る
所
に
、
郷
民
三
十
斗
り
来
た
り
し

が
、
能
き
涼
所
有
と
て
皆
々
此
柳
に
腰
懸
て
涼
み
け
る
故
、
某
云
は

『皆
々
此

所
を
退
き
給

へ
。
我
等
此
木
を
去
る
時
は
元
卜
の
如
く
立
木
と
成
り
候
べ
し
。

然
ら
ば
各
／
ヽ
怪
我
有
る
べ
し
』
と
云
へ
し
を
、
嘲
笑
ひ
実
と
せ
ざ
り
に
、
某

其
木
を
立
と
等
し
く
柳
は
本
卜
の
如
く

（３３
ウ
）
起
た
れ
ば
、
彼
三
十
人
斗
り

の
者
共
、
皆
々
水
中
に
刻
落
と
さ
れ
難
義
に
及
ぶ
。
是
よ
り
外
は
力
を
様
さ

ず
」
と
云
。
折
節
、
中
尊
寺
の
楼
門
を
立
け
る
時
な
れ
ば
、
彼
棟
木
を
上
る
に
、

片
／
ヽ
を
四
十
人
に
て
上
さ
ば
、
片

一
方
は
弁
慶

一
人
に
て
軽
／
ヽ
と
指
上
げ

け
り
。
又
、
其
比
、
構
Ｆ
云
角
力
取
り
有
り
。
此
者
は
日
本
国
中
に
隠
れ
な
き

大
力
に
て
、
大
竹
を
握
り
挫
く
。
又
終
に
負
た
る
事
な
し
。
然
る
に
弁
慶
は
力

量
を
様
し
見
べ
し
と
望
む
に
依
て
、
秀
衡
見
物
し
て

（３４
オ
）
角
力
を
取
ら
せ

け
る
に
、
弁
慶
は
彼
盤
石
が
腕
を
と
ら
へ
て
引
廻
す
と
見
へ
し
に
、
盤
石
の
左

右
の
腕
を
引
抜
き
た
り
。
斯
の
如
く
の
無
双
の
大
力
量
也
。

す
べ 斯
原
坊
難
曲
融
隷
雌
抑
厳
久
「朗
制
御
醐
脚
純
湘
朗
吻
胡
仰
計
報
卿
木 ，こ
的
約
を
ュ
浪
晩
輸
ヽ

敵
軍
三
千
人
を
討
取
る
べ
し
。
面
々
勇
み
申
さ
れ
よ
」
と
云
。
此
弁
慶
は
大
力
量
の

上
に
オ
智
勝
れ
、
博
学
に
し
て
手
跡
も
よ
く
、
斯

の
如
き
無
類
の
郎
等
を
持

（３４

ウ
）
乍
、
伊
予
守
殿
御
身
を
失
ひ
玉
ふ
事
、
誠
に
御
運
の
程
ご
そ
拙
な
け
れ
。
然
る

所
に
、
泰
衡
は
い
か
な
る
思
慮
や
有
り
け
ん
、
廿
二
日
三
日
迄
も
軍
兵
を
出
さ
ず
見

一
一
一



合
せ
居
て
、
廿
六
日
に
は
、
国
衡
高
衡
等
は
八
千
余
人
に
て
押
よ
せ
け
り
。

高
館
落
城
義
顕
卿
以
下
自
害
の
事

井
　
義
顕
卿
弁
慶
等
が
首
級
泉
首
の
事

文
治
四
年
間
四
月
廿
六
日
、
錦
戸
太
郎
国
衡
は
五
千
余
人
に
て
大
手
に
向
ひ
、
樋

爪
の
五
郎
高
衡
は
揚
手
よ
り
三
千
余

（３５
オ
）
人
に
て
押
寄
た
り
。
此
節
、
大
手
に

は
武
蔵
坊
弁
慶
、
鈴
木
三
郎
重
家
、
亀
井
六
郎
重
清
、
鷲
尾
三
郎
義
久
等
身
命
を
惜

ま
ず
防
戦
し
け
る
に
、
弁
慶
は
馬
上
に
て
大
長
刀
を
右
に
持
、
左
り
に
熊
手
を
引
提
、

当
る
を
幸
ひ
に
熊
手
に
掛
て
引
寄
せ
長
刀
に
て
首
を
討
払
ふ
。
其
形
勢
偏
に
麻
を
苅

る
如
し
。
弁
慶
只

一
人
に
て
敵
八
十
余
人
を
討
取
る
。
鈴
木
兄
弟
は
弁
慶
が
手
に
漏

れ
た
る
を
後
に
続
て
拾
ひ
切
り
に
、
二
の
駈
に
は
敵
百
四
十
余
人
を
討
取
る
。
其
中

に
柴
田
太
郎
は
弁
慶
が
長
刀
を
冠
り
の
板
に
受
留
、
後
ろ
の
方

へ
抜
出
け
る
を
、
重

清

（３５
ウ
）
大
太
刀
に
て
横
薙
り
に
鎧
武
者
を
切
払

へ
け
る
に
、
腰
よ
り
上
は
地
に

落
て
、
下
は
馬
上
に
残
り
け
る
。
此
節
弁
慶
等
鈴
木
兄
弟
が
働
き
に
恐
怖
し
て
近
付

者

一
人
も
な
し
。
揚
手
に
は
堀
源
太
郎
景
家
と
備
前
平
四
郎
成
春
、
死
を
顧
ず
防
ぎ

戦
ふ
と
難
、
勇
猛
無
双
の
高
衡
が
多
勢
に
向

へ
け
れ
ば
、
軍
難
義
に
見
得
け
る
故
、

弁
慶
大
手
の
軍
は
鈴
木
に
任
せ
、
其
身
は
揚
手

へ
駈
来
て
見
る
に
、
既
に
軍
半
也
に
、

弁
慶
大
手
に
居
ら
ざ
る
故
、
城
門
の
際
ま
で
攻
寄
せ
た
り
と
聞
て
、
再
び
大
手

へ
駈

向

へ
け
れ
ば
、
敵
軍
恐
れ
て
衣
川
の
方

へ
引
取
り
、
斯
て
酉
の
刻
に
軍
終
て
城
中

（３６
オ
）
に
は

一
人
も
討
死
せ
ず
。
寄
手
は
三
百
六
十
余
人
討
た
れ
け
り
。
明
れ
ば

廿
七
日
卯
ノ
刻
に
始
り
て
、
此
日
も
弁
慶
が
働
に
百
余
人
討
た
れ
た
り
。
伊
与
守
殿

是
を
見
聞
し
玉

へ
て
、
「無
罪
の
者
を
左
の
み
討
べ
か
ら
ず
。
縦
、
幾
千
人
討
取
る

と
て
も
勝
利
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
我
速
に
生
害
す
べ
し
」
と
宣
ひ
し
が
、
彼
是
に
て

廿
八
日
迄
延
引
す
。

扱
又
錦
戸
太
郎
は
、
弁
慶
の
大
剛
勇
の
働
き
に
恐
れ
て
廿
七
日
の
昼
よ
り
揚
手
の

高
衡
を
大
手
に
廻
は
し
、
其
身
は
揚
手

へ
替
り
け
る
。
抑
兄
弟
敵
に
向
ふ
時
は
、
兄

は
大
手
弟
は
揚
手

へ
向
ふ
法
也
。
鎌
倉
殿
も
御
舎
弟
大
将
と
し
玉

へ
、
（３６
ウ
）
大

手
は
蒲
殿
、
揚
手
は
義
経
朝
臣
也
。
惣
じ
て
大
名
を
向
は
し
む
る
に
、
大
身
は
大
手

一
一二

小
身
は
揚
手
也
。
然
る
に
錦
戸
は
弁
慶
が
働
き
を
恐
怖
し
て
弟
と
代
る
は
臆
病
の
至

り
也
。

去
程
に
弁
慶
は
櫓
に
上
て
敵
陣
を
見
渡
し
け
る
に
、
今
朝
の
軍
立
と
は
異
に
し
て

備
の
体
厳
重
な
れ
ば
不
思
議
に
思

へ
し
に
、
樋
爪
五
郎
と
て
軍
功
者
成
る
が
兄
に
代

て
備

へ
し
故
也
。
然
れ
ど
も
、
城
方
強
く
落
城
せ
ざ
る
由
、
平
泉

へ
聞

へ
け
れ
ば
、

泰
衡
下
知
し
て
廿
七
日
の
夜
中
、
二
万
余
人
を
指
向
た
り
。
翌
廿
八
日
、
寄
手
の
陣

を
見
渡
し
け
る
に
、
大
手
揚
手
共
に
勢
も
重
り
錐
を
立
る
地
な
き

（３７
オ
）
程
に
て
、

昨
日
ま
で
は
見

へ
ざ
り
し
家
／
ヽ

の
旗
指
物
風
に
靡
し
け
れ
ば
、
「扱
は
泰
衡
自
身

に
押
寄
せ
た
り
。
今
日
は
是
非
に
命
の
際
也
」
と
防
ぎ
戦
ふ
。
弁
慶
、
鈴
木
兄
弟
、

片
同
、
鷲
尾
、
熊
井
、
備
前
兼
房
、
井
里
丸
と
云
雑
式
以
下
十
人
也
。
此
節
、
義
顕

卿
宣
ひ
け
る
は

「法
華
経

一
部
読
論
の
間
防
ぎ
候
ら
へ
」
と
の
下
知
故
、
各
／
ヽ
駈

出
け
る
に
、
熊
井
と
源
八
兵
衛
は
早
討
死
す
。
鈴
木
兄
弟
は
弁
慶
に
続

い
て
駈
出
け

る
が
、
弁
慶
に
別
れ
て
逢
は
ざ
り
け
れ
ば

「今
は
是
迄
也
」
と
城
中

へ
引
、
敵
を
入

れ
じ
と
木
戸
を
指
堅
め
、
櫓
に
上
て
見
や
り
け
れ
ば
、
弁
慶

（３７
ウ
）
は
敵
中
に
働

ら
く
故
、
今

一
軍
と
思

へ
共
、
手
負
叶
は
ず
。
切
て
兄
弟
共
に
刺
違
て
死
し
た
り
け

り
。
兄
鈴
木
重
家
三
十
三
歳
、
亀
井
重
清
廿
五
歳
。
斯
て
弁
慶
は
敵
の
囲
ミ
を
切
り

崩
し
て
引
取
り
け
る
に
、
熊
井
鷲
尾
も
討
死
し
、
鈴
木
兄
弟
も
見

へ
ざ
れ
ば
、
又
城

中

へ
立
入
ら
ん
と
し
け
る
に
木
戸
を
指
堅
め
た
れ
ば
立
入
り
難
し
。
是
に
依
て
後
ロ

に
負
た
る
大
槌
を
以
、
弁
慶
貫
ノ
木
を
打
砕
き
内
に
駈
入
け
る
に
、
御
経
の
読
音
聞

へ
け
る
。
弁
慶
此
時
は
手
疵
廿
八
ヶ
所
家
り
乍
、
又
々
敵
中

へ
駈
入
て
挑
み
戦
ひ
し

所
に
、
高
衡
が
放

つ
矢
二
筋
迄

（３８
オ
）
胸
板
に
中
り
け
る
が
、
元
来
重
き
鎧
を
着

せ
し
故
、
失
尻
砕
け
て
疵
付
か
ず
。
高
衡
吃
卜
見
て

「何
様
、
渠
は
尋
常
の
者
に
は

あ
ら
ず
」
と
又
堀
ひ
済
し
て
射
け
る
。
弁
慶
が
咽
に
射
込
ミ
け
る
を
、
弁
慶
是
を
抜

取
り
け
る
が
、
失
尻
残
て
流
る

ゝ
血
は
滝
の
如
し
。
切
て
さ
し
も
の
弁
慶
も
今
は
是

迄
也
と
城
中

へ
引
入
、
兼
房
に
向
て
物
云
け
る
が
喉
の
深
疵
に
て
言
語
分
ら
ず
と
難
、

是
は
伊
与
守
殿

へ
御
生
害
を
進
メ
よ
と
の
事
な
る
べ
し
。
此
時
又
弁
慶
駈
出
て
敵
を

追
払
は
ん
と
思

へ
、
衣
川

へ
走
せ
入
て
進
み
け
る
に
、
疵
ロ
ヘ
水
入
り

（３８
ウ
）
け



れ
ば
進
み
難
く
、
川
中
に
て
立
際
み
た
り
。
其
在
姿
、
両
眼
を
見
開
き
死
し
た
る
体

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
恐
れ
て
近
付
く
者
な
し
。
時
剋
移
り
け
れ
ば
、
敵
兵
十
人
斗
近
よ

り
弓
に
て
突
け
れ
ば
終
に
倒
る
ヽ
所
を
駈
寄
て
首
を
取
る
。

斯
て
義
顕
卿
は
御
台
若
君
を
刺
殺
し
て
後
、
腹

一
文
字
に
掻
切
り
給
ふ
。
御
台
は

十
八
歳
、
若
君
五
歳
、
姫
君
二
歳
に
成
給
ふ
。
権
頭
兼
房
御
介
錯
し
て
城
中
に
火
を

懸
た
り
。
此
節

一
番
に
進
み
た
る
番
野
五
郎
、
伊
藤
五
郎
を
左
右
に
抱
て

「汝
等
は

冥
途
の
御
供
せ
よ
」
と
て
、
火
中
へ
飛
入
て

（３９
オ
）
死
し
け
る
。
渠
は
平
大
納
言

よ
り
御
台
所
へ
付
ら
れ
け
る
故
、
伊
与
守
殿
郎
等
の
内
に
入
け
り
。
生
年
七
十
三
歳
。

扱
又
泰
衡
は
予
州
の
首
級
を
見
て
落
涙
し
け
れ
ば
、
国
衡
笑
て

「此
人
は
当
国
の
仇

也
。
何
故
に
落
涙
し
給
ふ
や
」
と
云
。
泰
衡
聞
て

「朝
夕
見
奉
り
し
御
顔
早
く
も
替

り
給
ふ
故
也
」
と
答
へ
け
る
よ
し
。

私
二
日
、
予
州
以
下
御
台
、
若
君
、
姫
君
皆
生
害
と
あ
れ
ど
も
、
此
義
聴
と
定

め
難
し
。
子
細
は
秀
衡
入
道
末
期
に
臨
ん
で

一
通
を
取
り
出
し
て

「是
は
当
国

に
な
く
て
叶
は

（３９
ウ
）
ざ
る
七
十
三
ヶ
条
也
。
絵
図
に
引
合
て
御
覧
有
ベ

し
」
迎
、
奉
る
。
又
、
外
に
小
く
封
じ
た
る

一
通
は

「必
い
君
を
始
め
外
の
輩
、

堅
く
披
見
す
べ
か
ら
ず
。
若
、
当
国
悉
く
破
れ
て
居
城
な
く
、
進
退
極
り
た
る

時
披
見
す
べ
し
」
と
遺
言
す
。
然
る
に
此
期
に
及
ん
で
、
予
州
是
を
見
給
は
ら

ざ
る
事
や
有
べ
し
。
披
見
し
玉
ふ
と
難
、
深
秘
の
事
故
、
弁
慶
其
外
忠
臣
両
三

人
よ
り
外
に
曽
て
知
る
者
な
し
。
切
て
自
害
の
体
に
見
せ
、
城
に
火
を
か
け
、

敵
の
死
骸
を
打
入
、
焼
損
じ
て
何
れ
を
何
れ
と
見
分
難
く
、
実
は

（４０
ォ
）
秀

衡
深
く
計
り
、
夷
蝦
へ
赴
き
玉
へ
と
の
事
を
記
し
た
る
な
ら
ん
。
是
等
の
疑
は

し
き
事
は
後
世
に
も
有
也
。
既
、
豊
臣
秀
頼
は
五
月
六
日
大
坂
の
城
に
て
生
害

し
給
ふ
と
云
い
、
又
は
薩
摩

へ
落
下
り
玉
へ
、
種
ヶ
島
蔵
人
と
改
名
し
て
長
寿

也
共
云
。
是
、
僅
百
四
十
年
五
十
年
以
前
の
事
な
れ
共
、
何
れ
を
是
、
何
れ
を

非
と
分
難
し
。
勿
論
当
家
の
聞
へ
を
憚
り
て
の
事
な
ら
ん
。
此
書
に
載
す
る
所

も
其
比
は
鎌
倉
殿
の
天
下
な
れ
ば
、
先
づ
は
自
害
の
様
に
記
し
た
る
べ
き
也
。

斯
て
義
顕
卿
、
弁
慶
等
が
首
級
を
美
酒
に
浸
し
て
、
新
田

（４０
ゥ
）
冠
者
、
照
井

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』

（二
）

太
郎
、
金
沢
九
郎
を
指
添
て
鎌
倉

へ
送
り
、
「御
労
し
乍
、
御
敵
た
る
に
切
て
討
取

り
奉
る
」
由
を
申
遣
は
す
。
錦
戸
太
郎
国
衡
は
別
紙
を
以
、
「泰
衡
等
同
心
せ
ず
と

難
ど
も
、
某
申
進
る
故
、
伊
予
守
殿
を
討
奉
る
上
は
、
下
総
の
国
は
国
衡
に
給
は
る

べ
し
」
と
申
遣
す
。
斯
て
泰
衡
は
義
顕
卿
弁
慶
等
が
墳
墓
を
高
館

へ
築
く
。
斯
く
志

し
深
き
泰
衡
な
れ
ば
、
国
衡
勿
り
せ
ば
義
顕
卿
を
討
奉
る
間
敷
に
、
兎
に
も
角
に
も

運
の
究
め
は
是
非
も
な
し
。

扱
又
、
泉
三
郎
忠
衡
は
寄
手
に
も
加
は
わ
ら
ず
、
兄
弟
に
も
手
向
ひ
せ
ず
、
只

一

人
居
城
に
引
篭
り
居
る
を
、
（４‐
ォ
）
兄
弟

一
手
に
成
て
討
呆
し
け
る
。

又
、
此
節
、
陸
常

マ
マ牙
海
存
は
高
館
を
落
て
仙
人
と
成
る
よ
し

『義
経
勲
功
記
』

に
見

へ
た
り
。
非
也
。
彼
の
海
存
は
、
後
に
正
明
と
改
名
す
。
渠
は
摂
州
大
物
の
浦

に
て
悪
風
に
逢
し
時
、
出
奔
す
。
景
牧
鮮
ば
等
に
常
陸
坊
正
明
と
云

へ
る
は
是
也
。

高
館
落
城
の
節
、
生
死
知
れ
ざ
る
は
、
堀
弥
太
郎
景
家
也
。
後
に
大
関
山
に
て
生
捕

ら
れ
し
時
、
「何
故
戦
場
を
遁
れ
し
や
」
と
尋
け
る
に

「某
は
君
命
を
家
り
、
合
戦

の
手
に
合
は
ず
。
勿
論
子
細
は
云
べ
か
ら
ず
。
疾
々
首
を
討
取
る
べ
し
」
と
云
。
泰

衡
感
じ
て
助
命
す
。
是
は
義
顕
卿
妾
腹
の
息
二
人

（４‐
ゥ
）
京
都
に
有
る
故

「何
卒

人
と
な
し
給

へ
」
と
継
父
大
蔵
卿

へ
伊
与
守
殿
よ
り
頼
越
さ
れ
し
也
。
大
蔵
卿
、
則

二
人
の
幼
子
を
隠
し
育
て
、
男
子
は
出
家
に
し
給

へ
け
る
が
十

一
歳
に
て
病
死
す
。

女
子
は
大
納
言
義
光
卿
の
簾
中
と
成
り
給
ふ
。
然
る
に
弥
太
郎
景
家
は
彼
の
返
事
を

承
り
、
遥
々
京
都
よ
り
又
奥
州

へ
下
向
し
高
館
の
焼
跡
に
て
自
害
す
。
誠
に
稀
な
る

忠
巨
也
。
去
る
に
切
て
、
鎌
倉
よ
り
京
都

へ
遣
し
候
功
名
目
記
に

「伊
与
守
義
顕
、

武
蔵
坊
弁
慶
、
弥
太
郎
景
家
」
と
第
三
番
目
に
書
ｔ
け
り
。
此
景
家
は
、
元
来
義
顕

卿

（４２
オ
）
未
だ
牛
若
丸
と
て
鞍
馬
山
よ
り
奥
州

へ
御
供
し
た
る
金
売
吉
次
信
高
と

云
し
者
也
。
去
れ
ば
以
前
は
町
人
と
雖
、
夫
よ
り
以
後
は
柳
も
志
し
を
変
せ
ず
。

扱
又
、
権
頭
兼
房
は
、
伊
与
守
殿
、
其
外
御
台
公
達
の
御
骸
を
隠
す
べ
し
と
て
、

焼
草
を
積
重
ね
て
火
を
懸
た
れ
ど
も
、
積
悪
の
報
ひ
に
や
、
予
州
の
首
級
は
焼
残
て

終
に
敵
の
手
に
入
、
鎌
倉
に
送
り
獄
門
に
懸
ら
れ
け
る
。
天
命
の
程
こ
そ
悲
し
け
れ
。

時
に
文
治
四
年
間
四
月
廿
八
日
、
検
非
違
使
五
位
下
、
九
郎
判
官
、
前
の
伊
与
守
生

一
一三



年
三
十

一
歳
、
古
左
馬
義
朝
の

（４２
ウ
）
八
男
也
。

私
に
日
、
火
中
焼
物
損
せ
ず
と
云
事
な
し
。
又
、
泰
衡
高
館
の
焼
跡
に
墳
墓
を

築
く
。
是
又
、
深
秘
也
。
夷
蝦

へ
の
穴
道
を
塞
ぐ
べ
き
の
為
也
。

同
年
九
月
十
七
日
、
伊
与
守
義
顕
卿
の
首
級
鎌
倉
に
至
る
に
切
て
、
獄
門
に
臭
ら

る
べ
き
や
と
老
中
以
下
の
評
定
区
／
ヽ
也
し
が
、
義
盛
景
時
が
計
ら
い
に
切
て
、
俄

に
是
を
臭
首
に
す
。
但
し
、
高
札
の
表
に
は
源
の
文
字
を
除
く
べ
き
由
、
仰
出
さ
る
。

是
は
二
品
六
十
余
州
の
惣
追
補
使
、
征
夷
将
軍
な
れ
ば
、
御
連
枝
に
係
る
罪
名
の
遁

れ

（４３
オ
）
な
き
を
忌
悼
り
玉
ふ
故
也
。
時
に
義
盛
日

「君
御
連
枝
の
罪
名
を
忌
嫌

ふ
共
、
平
治
の
乱
に
御
尊
父
左
馬
頭
殿
御
首
級
を
晒
さ
れ
し
時

『左
馬
頭
源
義
朝
』

と
記
る
さ
れ
、
今
の
大
内
の
日
記
に
留
ま
れ
り
。
然
る
上
は
左
而
已
恥
と
す
る
に
足

ら
ず
。
潮
ダ
、

君
の
御
連
枝
な
れ
ば
迎
、
源
の
字
を
除
く
べ
し
や
」
と
申
に
竹
て
、

『賊
首
源
の
義
顕
』
と
性
名
を
書
れ
け
り
。
翌
十
八
日
由
井
が
浜
に
於
臭
首
せ
ら
れ
、

高
さ

一
文
の
く
ぎ
や
ら
に
義
顕
の
首
を
載
せ
、
弁
慶
が
首
は
共
侭
首
板
に
居

へ
釘
に

て
留
め
た
り
。
見
る
人
市
の
如
し
。
「労
し
」
と
云
も
有
。
又

「積
悪
の
報

へ

（４３

ウ
）
也
」
と
指
ビ
さ
す
人
も
有
り
し
。
義
盛
重
忠
景
時
等
、
是
を
警
回
し
、
半
日
晒

し
て
首
を
納
む
。
二
品
の
仰
に

「凡
、
首
を
晒
す
は

一
七
日
也
。
然
る
に
半
日
に
し

て
納
む
る
は
何
ぞ
や
」
。
義
盛
曰
く

「半
日
に
も
せ
よ
、
半
時
に
も
せ
よ
、
獄
門
に

臭
た
れ
ば
其
隠
れ
な
し
。
義
顕
卿
と
名
付
し
上
は
縦
土
木
に
て
造
り
晒
す
共
、
賊
首

源
の
義
顕
と
書
れ
た
れ
ば
、
百
日
も

一
日
も
同
前
た
る
べ
し
。
殊
に
久
し
く
酒

二
浸

し
た
る
御
首
級
を
此
炎
天
に
晒
す
故
、
爛
れ
損
じ
て
見
苦
し
。
切
て
是
を
納
む
。
其

故
は
此
殿
は
現
在
君
の
御
舎
弟
な
ら
ず
や
。
然
れ
共
、
不
義
有
る
に
切
て
誅
せ
ら

る

ヽ
事
は
留
め
奉
ら
ね
共
、
（坐
オ
）
御
労
は
し
さ
は
計
り
難
し
。
重
忠
は
御
首
級

を
見
奉
り
て
落
涙
し
て
今
朝
よ
り
御
評
定
に

一
書
を
出
さ
ず
。
依
て
義
盛
景
時
是
を

斗
ら
ふ
。
他
人
さ
へ
哀
れ
を
催
ふ
す
。
既
、
天
下
の
御
連
枝
と
し
玉
届
を
並
ぶ
る
人

も
有
間
敷
に
、
斯
く
成
り
給
ふ
を
嘆
き
思
召
御
気
色
も
見

へ
さ
せ
玉
は
ざ
る
は
御
心

強
し
」
と
憚
る
所
も
な
く
申
け
れ
ば
、
二
品
も
尤
と
や
思
召
け
ん
、
御
首
級
を
勝
長

寿
院

へ
納
め
ら
る
。

二
四

愛
に
、
錦
戸
太
郎

一
人
し
て
義
顕
卿
を
討
取
る
の
由
、
別
紙
を
以
て
恩
賞
を
貪
る
。

其
外
、
非
義

の
行
跡
有
に
依
て
、
（４４
ウ
）
泰
衡
己
下
の
兄
弟
、
大
に
憎
ん
で
則
国

衡
を
禁
篭
せ
し
む
る
に
、

健

者
し
て
手
に
合
は
ざ
る
を
、
樋
爪
五
郎
高
衡
安
々
と

引
立
、
年

へ
押
篭
め
け
り
。
此
節
よ
り
奥
州
責
迄
篭
居
し
け
り
。

田
原
忠
綱
朝
比
奈
義
秀
等
御
目
見
得
の
事

付
タ
リ
　
鎌
倉
殿
奥
州
退
治
評
定
の
事

文
治
四
年
六
月
三
日
、
日
原
又
太
郎
忠
綱
、
宇
都
宮
弥
太
郎
友
綱
相
具
し
て
鎌
倉

殿

へ
御
目
見
得
遂
さ
せ
け
る
。
渠
は
去
る
頃
、
高
倉
の
宮
御
謀
坂
の
時
、
平
家
に
従

ひ
宇
治
川
の

（４５
オ
）
先
陣
し
て
源
三
位
入
道
頼
政
を
討
た
る
故
、
源
平
の
戦
ひ
に

も
専
ら
平
家
に
思
戦
を
励
し
、
彼

一
門
西
海
に
亡
ビ
し
後
も
猶
二
品

へ
従
ひ
奉
ら
ず

し
て
、
志
田
三
郎
義
弘
に

一
味
し
て
鎌
倉
殿

へ
敵
し
け
る
が
、
義
広
は
小
山
結
城
等

に
打
負
亡
ビ
し
故
、
又
浪
々
の
身
と
也
し
を
、
友
綱

一
家
の
好
身
有
に
依
て
匿
は
れ

居
り
け
る
が
、
二
品
奥
州
退
治
の
思
召
有
る
故
、
勇
士
の
聞

へ
あ
れ
ば
召
出
さ
る
べ

し
と
の
事
に
て
、
召
出
さ
れ
け
る
が
、
未
だ
知
行
は
下
し
給
は
ら
ず
、
扶
持
米
斗
り

給
は
る
。
此
忠
綱
は
身
の
文
六
尺
七
寸
、
大
力
量
の
勇
士
也
。
此
次
に
和
田
義
盛
が

三
男

（４５
ウ
）
朝
比
奈
義
秀
十
二
歳
に
也
け
る
若
者
を
御
前

へ
召
出
さ
れ
、
小
林
の

郷
を
賜
は
る
。
其
丈
忠
綱
に
勝
劣
な
し
。
去
れ
ば
、
中
年
の
男
子
の
如
し
。
二
品
の

仰
せ
に

「義
盛
は
呆
報
人
也
。
年
若
く
し
て
男
子
余
多
有
。
殊
に
器
量
は
衆
人
に
勝

れ
、
別
し
て
義
秀
は
異
る
勇
士
也
」
と
宣
ふ
。
義
盛
承
り

「無
骨
の
者
故
、
御
奉
公

の
儀
如
何
有
る
べ
し
と
心
元
な
く
存
奉
る
。
但
し
力
量
に
於
は
等
閑
に
あ
ら
ず
。
誠

に
き
や
う
が
る
事
の
候
也
。
旧
冬
雪
彩
し
く
降
る
朝
、
積
も
れ
る
程
を
見
候
ら
は
ん

迎
、
義
盛
自
身
に
戸
を
明
る
に
、
曽
て
明
か
ず
。
（４６
オ
）
切
て
脇
の
妻
戸
を
明
て

見
候
ら

へ
ば
、
庭
な
る
大
石
を
戸
に
寄
せ
懸
て
有
る
故
、
『何
者
の
仕
業
に
や
』
と

存
じ
、
傍
り
を
見
れ
ば
勝
れ
て
大
な
る
足
述
有
り
。
『是
正
し
く
義
秀
が
足
述
也
』

と
存
じ
、
是
を
取
り
除
け
さ
す
る
に
、
数
十
人
に
て
漸
く
直
し
得
侍
る
故
、
母
を
以

禁
し
め
け
る
は

『力
は
強
し
と
難
、
未
だ
童
べ
の
事
な
れ
ば
以
来
は
嗜
み
候
得
』
と

申
聞
け
候
。
然
る
に
幼
年
故
、
義
盛
に
は
恐
れ
候
ら

へ
共
、
他
人
を
ば
侮
り
候
」
と



申
す
。
二
品
、
今
日
渠
を
召
し
給
ふ
事
は
御
内
存
有
故
也
。

扱
又
、
「老
中
以
下
の
役
人
各
／
ヽ

（４６
ウ
）
口
上
書
を
以
、
善
不
善
を
言
上
す

べ
し
。
其
宜
し
き
に
随
て
、
我
心
落
着
ス
ベ
し
」
と
仰
出
さ
る

ゝ
故
、
各
／
ヽ
書
付

を
以
、
指
上
け
り
。
斯
て
面
々
口
上
書
を
指
上
る
所
に
、
北
条
四
郎
時
政
、
同
息
小

四
郎
義
時
父
子
は

『奥
州
退
治
然
る
べ
し
』
と
書
付
た
り
。
畠
山
重
忠
は

『泰
衡
を

上
京
さ
せ
、
鎮
守
府
将
軍
を
削
て
後
に
討
た
る
べ
し
』
と
の
事
也
。
梶
原
平
三
景
時

は

『泰
衡
を
鎌
倉

へ
召
て
討
た
る
べ
し
』
と
書
た
り
。
千
葉
、
上
総
、
土
肥
、
小
出

等
は
、
或
は
速
に
討
べ
し
と
云
も
有
り
、
又
討
べ
か
ら
ず
と
云
も

（４７
オ
）
有
て

一

決
せ
ず
。
其
中
に
参
河
守
殿
は
書
付
を
出
さ
れ
ず
し
て
、
ゴ
一品
の
御
心
に
任
さ
る

べ
し
。
範
頼
別
に
申
条
な
し
」
と
の
事
也
。
和
田
義
盛
の
書
附
に
は
外
々
の
事
は
載

せ
ず
、
僅
十
二
字
を
以

『天
下
の
智
者
に
尋
玉
ふ
べ
し
。
義
盛
曽
て
異
見
な
し
』
と

也
。
二
品
面
々
の
書
き
付
を
御
覧
じ
て
宣
ひ
け
る
は

「範
頼
書
付
を
出
さ
ゞ
る
は
、

頼
朝
が
舎
弟
な
れ
ば
、
『縦
、
討
と
も
討
ぬ
共
、
頼
朝
が
進
退
共
に
せ
ん
』
と
の
事

な
れ
ば
尤
也
。
然
る
に
義
盛
は
十
二
字
を
以
す
る
は
心
得
ず
」
と
仰
せ
け
る
時
に
、

足
立
藤
四

（４７
ウ
）
郎
と
云
者
は

「定
め
て
深
心
得
有
べ
し
。
其
心
底
を
問
給
ふ
ベ

し
」
と
低
語
け
る
故
、
二
品
点
頭
せ
給

へ
て
再
三
尋
給

へ
ば
、
義
盛
日

「別
の
子
細

は
候
ら
は
ず
。
奥
州
征
伐
有
て
宜
し
か
る
べ
し
と
も
、
又
討
た
ず
し
て
宜
し
か
ら
ん

共
、
某
に
於
は
是
非
を
弁

へ
難
し
。
但
し
、
泰
衡
事
は
勝
れ
た
る
勇
士
共
見

へ
ず
。

亡
父
の
遺
言
を
背
き
伊
与
守
殿
を
討
奉
り
し
事
は
、
全
く
武
士
の
本
意
に
は
あ
ら
ず
。

国
衡
は
又
己

一
人
し
て
伊
与
守
殿
を
討
奉
る
様
に
し
て
恩
賞
を
貪
ら
ん
と
し
て
、
兄

弟
間
柄
善
か
ら
ず
。
↑
様
の
時
に
は
必
ず
国
に
恨
る
者
出
来
る
か
、
又
は

一
門
の
者

共
相
別
れ
て
、
災
内
よ
り

（４８
オ
）
起
る
べ
し
。
然
れ
ば
是
を
攻
ず
共
、
自
ら
亡
ぶ

べ
し
。
縦
、
天
下
の
勢
を
以
責
た
り
共
、
亡
ぶ
間
敷
時
は
滅
亡
せ
ず
。
暫
く
時
節
を

待
べ
き
は
、
泰
衡
左
せ
る
宿
敵
に
も
非
ず
。
誠
に
御
先
頼
義
朝
臣
は
渠
が
先
祖
武
則

真
人
が
加
勢
に
切
て
貞
任
宗
任
追
討
有
り
し
よ
り
、
源
氏
藤
氏
互
に

一
家
の
好
身
有

る
所
に
源
家
亡
び
て
平
家
盛
ん
な
る
時
は
、
北
条
、
畠
山
、
斯
く
申
義
盛
も
随
ひ
平

氏
の
指
揮
に
応
ず
。
是
な
る
叔
父
義
澄
は
悪
源
太
義
平
十
六
騎
の
共
壱
人
な
れ
共
、

翻
字

『奥
州
征
伐
記
』

（二
）

恥
辱
を
忍
ん
で
平
家
に
随
ひ
し
。
源
氏
譜
代
の
恩
顧
の
輩
さ
ひ
斯
の
如
し
。
其
中
に

秀
衡
は
只
壱
人
随
は
ず
、
『何
卒

（４８
ウ
）
源
氏
の
公
達
の
内

一
人
生
残
り
給
ふ
も

有
る
な
ら
ば
、
取
立
て
平
家
を
亡
し
絶
た
る
源
氏
を
再
興
せ
ん
』
と
思

へ
し
志
し
有

る
に
切
て
、
伊
与
守
殿
を
取
立
、
我
君
石
橋
山
に
義
兵
を
揚
玉
ふ
と
聞
て
、
伊
予
守

殿
に
我
甥
佐
藤
兄
弟
を
付
、
夜
を
日
に
継
て
追
着
し
め
力
を
合
せ
奉
る
。
扱
こ
そ
御

代
官
と
し
て
平
家
を
西
海
に
追
落
し
給

へ
し
は
、
偏
に
伊
与
守
殿
の
大
功
也
。
然
れ

ど
も
積
悪
有
る
に
依
て
再
び
奥
州

へ
御
開
き
、
秀
衡
を
頼
玉
ふ
故
、
入
道
は
昔
の
好

身
を
思

へ
匿
舎
奉
り
し
也
。
斯
く
迄
源
氏

へ
志
し
深
き
秀
衡

一
周
忌
も
満
ち
ざ
る
に

討
た
ん
と
云
も
道
に
あ
ら
ず
。
討
た
ず
し
て

（４９
オ
）
可
な
ら
ん
共
、
三
世
を
見
抜

く
義
盛
な
ら
ね
ば
善
悪
を
分
け
難
し
。
兎
角
智
有
る
人
は
能
く
考

へ
見

べ
き
間
、

『天
下
の
智
者
に
尋
間
は
る
べ
し
。
義
盛
是
を
存
ぜ
ず
』
と
書
た
り
。
既
、
北
条
父

子
の
人
々
は
討
た
る
べ
し
と
書
き
し
上
は
、
奥
州
退
治
有
て
宜
し
か
る
べ
し
と
考

ヘ

申
さ
る
べ
し
。
然
れ
ば
則
、
天
下
の
智
者
也
北
条

へ
社
尋
給
ふ
べ
き
事
成
る
に
、
義

盛
に
尋
玉
ふ
は
心
得
ず
。
去
れ
ば
、
君
終
に
は
武
将
に
備
り
給
ふ
べ
き
の
事
を
見
抜

き
、
当
分
密
通
せ
ら
れ
し
女
な
れ
共
、
態
と
知
ら
ぬ
顔
し
て
過
ら
れ
し
智
恵
は
某
等

は
及
ば
ず
。
切
て
北
条
殿

へ
御
尋
然
る
べ
し
」
と
云
。
（４９
ウ
）
時
政
の
日

「京
都

よ
り
下
さ
る
所
の
宣
旨
院
旨
に

『六
十
余
州
の
惣
追
補
使
に
任
せ
ら
る

ゝ
』
と
有
は
、

奥
羽
両
州
も
六
十
余
州
の
内
な
れ
ば
、
泰
衡
も
我
君
の
御
分
国
に
住
居
す
る
物
也
。

両
州
を
除
か
る

ゝ
と
の
宣
旨
は
な
し
。
泰
衡
は
君
の
仇
と
成
る
べ
き
物
也
。
其
故
は

君
の
御
分
国
に
在
り
乍
、
鎌
倉

へ
出
仕
せ
ず
。
尤
秀
衡
は
年
長
じ
た
れ
ば
免
す
べ
き

か
。
泰
衡
は
随
ひ
奉
ら
ざ
る
は
後
々
君
の
仇
と
成
る
べ
し
と
思
ふ
故
、
討
べ
し
と
申

所
也
」
と
云
。
義
盛
日

「惣
追
補
使
と
は
、
日
本
を
下
し
給
は
る
と
に
は
非
ず
。
天

下
の
政
道
を
任
さ
る

ゝ
所
也
。
然
ら
ば
、
鎮
守
府
将
軍
た
り
と

（５０
ォ
）
雖
、
不
義

あ
ら
ば
君
よ
り
制
し
給
ふ
也
。
其
国
主
の
正
し
き
は
此
方
よ
り
構
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。

泰
衡
出
仕
せ
ざ
る
は
謂
れ
有
り
。
秀
衡
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
た
る
は
、
君
を
征
夷
将

軍
に
任
じ
玉
ふ
よ
り
は
五
十

一
年
も
以
前
也
。
然
れ
ば
鎌
倉
殿

へ
出
仕
す
べ
き
や
。

泰
衡
も
又
君
の
御
家
人
と
云
に
も
非
ず
。
次
に
此
度
鎮
守
府
将
軍
の
御
下
文
は
鎌
倉

二
五



よ
り
遣
さ
る
と
難
、
取
次
而
己
に
て
、
君
の
御
力
に
非
ず
。
京
都
よ
り
被
二
下
置

・

両
国
な
れ
ば
、
何
ぞ
君
に
出
仕
す
べ
し
。
六
十
余
州
と
は
日
本
の
惣
名
也
。
惣
じ
て

時
節
到
来
に
於
は
如
何
成
る
者
も
自

（５０
ゥ
）
然
と
亡
ぶ
。
切
て
時
至
る
を
待
て
討

た
る
べ
し
」
と
云
に
、
二
品
も
尤
に
思
召
、
奥
州
の
退
治
の
時
節
を
待
玉
ふ
所
に
、

果
し
て
泰
衡
兄
ド
能
か
ら
ず
。
皆
心
々
に
成
て
泉
三
郎
忠
衡
を
討
て
、
錦
戸
太
郎
国

衡
は
押
込
め
ら
る

ゝ
由
聞

へ
け
れ
ば
、
奥
州
亡
ぶ
べ
き
時
節
至
り
、
内
よ
り
災
ひ
起

り
た
り
迎
、
鎌
倉
に
て
は
専
ら
退
治
の
事
を
急
れ
け
り
。

私

二
日
、
北
条
父
子
が
奥
州
退
治
を
進
め
た
る
は
、
泰
衡
を
討
て
、
時
政
奥
羽

両
州
を
申
受
、
鎮
守
府
将
軍
に
成
る
べ
し
と
折
々
御
台
に
付
て
申
入
け
る
故
、

（５‐
ォ
）
二
品
是
を
諾
し
給
ふ
故
、
討
給
ふ
べ
き
に
極
る
由
。
此
巧
み
を
知
て

支

へ
申
け
り
。

奥
州
征
伐
記
　
巻
之
弐
終

（５‐
ゥ
）

―
平
成
十
年
九
月
三
十
日
　
受
理
―
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